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「
無
火
災
の
た
す
き
を
つ
な
い
で　

年
…
」駅

��

伝
大
会
開
会
式
で
の
三
村
方
面
隊
長
の
あ
い
さ

つ
。
旧
久
世
町
で
起
き
た
大
火
を
教
訓
に
、
防

火
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
始
ま
っ
た
「
無
火
災

ま
ち
づ
く
り
駅
伝
大
会
」
は
、
今
年
で　

回
目

��

を
迎
え
ま
し
た
。
コ
ー
ス
の
沿
道
で
は
地
域
の

皆
さ
ん
に
よ
る
声
援
が
響
き
、
ゴ
ー
ル
付
近
で

は
幼
年
防
火
ク
ラ
ブ
の
鼓
笛
演
奏
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
の
温
か
い
シ
チ
ュ
ー
が
選
手
の
体
を
温

め
ま
す
。
消
防
団
員
だ
け
で
な
く
多
く
の
皆
さ

ん
に
支
え
ら
れ
た
活
動
は
、
地
域
の
防
火
意
識

の
高
揚
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「 
生
活 
の 
先  
頭 

た 

つ 

き 

さ 

き

に
あ
る
身
に
も
一
旦
急
に
は
せ
参
ず
」
伝
統
の

団
歌
に
あ
る
よ
う
、
社
会
人
と
し
て
、
消
防
団

員
と
し
て
も
、
地
域
の
た
め
に
動
く
と
い
う
強

い
使
命
感
は
、現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　真庭市消防団が結団して�年。消防団は火災・災害時の出動だけでなく、

各方面隊ごとに特色のある消防団活動を行っています。その使命は安心・

安全な「まちづくり」。今月号では、各方面隊の活動を紹介します。

方面隊長

三村　聚
�分団��部編成
団員数���人

久
世
方
面
隊

第第第第第第第 ���������������回回回回回回無無無無無無火火火火火火災災災災災災ままままままちちちちちちづづづづづづくくくくくくりりりりりり駅駅駅駅駅駅伝伝伝伝伝伝大大大大大大会会会会会会回 無火災 ま ちづく り 駅伝大会 

中継所のたすきリレー、たすきとともに
無火災の願いも一緒に手渡されます
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山邊尚史 さん
（本庄）

湯原方面隊では、団員の体力向上
や交流の活性化を目指しています
が、若い団員ばかりにそれを押し
つけてはいけません。まず、幹部
が動こうということで、方面隊で
参加しました。ほかの方面隊も、こ
の駅伝大会を応援していますよ。

���
�����

大澤  陽 さん
（目木）

ゴールで走ってくる選手を幼年消
防クラブで応援したよ。みんなは
太鼓、わたしはシンバルをたたき
ました。今日の日まで保育園で練
習をしてきました。幼年消防クラ
ブのみんなは、火遊びをしません。
火事に気を付けてね。

����
����

岸本洋江 さん
（台金屋）

走り終えた選手皆さんの体だけで
なく、心も温めることができれば。
婦人消防クラブの全員が同じ気持
ちでシチューを作っています。シ
チューを手渡すとき、選手とのち
ょっとしたふれあいが、活動の原
動力となっています。

���
�����

松本直子 さん
（美作大学陸上競技部）

子どもから大人まで一緒に走るこ
とができる消防団の駅伝大会。駅
伝はチームワークが大切ですが、
無火災も地域の皆さんのチームワ
ークで成り立っているのでしょう
ね。気持ちよく走ることができま
した。ありがとうございました。

����
��������

神戸  親 さん
（下方）

職場の仲間に誘われて、初めて参
加しました。天気もよくて気持ち
よかったです。でも、何より温か
みを感じたのは、沿道の皆さんが
応援してくれたことでした。仲間
が毎年参加している意味がよく分
かりました。来年も参加しますよ。

�����
�����

有元優衣 さん
（台金屋）

典武館空手道クラブの友だちと一
緒に、柔道着姿で走りました。無
火災のたすきを最後のランナーと
してゴールまでつなぎました。長
い距離を走るのは疲れるけど、み
んなでチームになって走るのは楽
しかったです。

���
�����

選手のとりまとめや、コースの誘導を行
う消防団員

選手宣誓は部旗に囲まれてスポーツマン
シップと無火災のまちづくりを誓います

天満屋女子陸上競技部コーチの山口衛里
さんによるランニング教室を開催

防火の心が託された「たすき」は�人目
にわたり、無事にゴール

婦人消防クラブの温かいシチューが走り
終えた選手の体も心も温めます

ゴールの遷喬小グラウンドでは、幼年防
火クラブの鼓笛演奏が鳴り響きました
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方面隊長

山岡秀信
�分団��部編成
団員数���人

方面隊長

藤元　敬
�分団��部編成
団員数���人

方面隊長

小野田賢 
�分団�部編成
団員数���人

　中和、八束、川上地区で構成され

る蒜山方面隊は、その一体性のある

地域特性から、合併前より初出式の

合同開催や、消火活動における協力

体制の整備などを進め、連携を強め

てきました。また、地域の大きな特

徴として豪雪地帯であることが挙げ

られ、通常訓練などのほかに、大雪

時には独居高齢者世帯を中心とした

玄関先の雪かきや、屋根の雪おろし

といった作業も行っています。

　明治��年という、県下最古の「私

設湯本消防組」に端を発する、歴史

と伝統のある湯原消防。組織の姿や

名称が変わっても、「住民の生命、身

体、財産を災害から守る」という消

防魂は脈々と受け継がれ、消防操法

訓練や担架教練など、消防力の強化

に取り組んでいます。また一方で、

幼年防火クラブや女性消防団員を導

入するなど、魅力ある組織づくりに

も取り組んでいます。

　冬季、積雪の多い美甘地区では各

部機庫に除雪機（小型ラッセル車）

を配備して、地域の歩道や高齢者宅

周辺、防火用水周辺の除雪を行って

います。女性団員の活動も活発で、

独居老人宅の訪問や、保育園児など

に防火を呼びかけています。地域自

主組織の活動に盛り込まれる消防の

講話や火災予防活動などの一端を消

防団が担い、地域にとけ込んだ活動

を行っています。

蒜山方面隊

湯原方面隊

美甘 方面隊

 　 地域で活躍す る

���
吹雪の中の雪かき作業�

伝統の担架教練�

除雪機の整備�
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方面隊長

川上定男
�分団��部編成
団員数���人

勝山方面隊

方面隊長

飛峪信介
�分団��部編成
団員数���人

落合方面隊

方面隊長

中嶋治喜
�分団��部編成
団員数���人

北房方面隊

　市民の防火意識啓発と消防団員の

士気高揚を図るため、昨年�月にラ

ッパ隊を結成。この�月�日の勝山

方面隊訓練で見事デビューしまし

た。団結力を高め、よりよい吹奏を

目指して、新入隊員を募集していま

す。また、各分団（部）では、防火

駅伝大会の開催、地区運動会での消

防団競技への参加など、防火啓発活

動を行いながら、地区住民との交流

を深めています。

　落合方面隊では、火災の消火活動

に限らず、風水害など多数の動員を

必要とする大規模災害時の避難誘

導、災害防御活動など、重要な役割

を果たしています。さらに、平常時

には、住民への防火指導、巡回広報、

特別警戒など地域に密着した活動を

展開、毎年初出式の日には、消防車

両31台による一斉放水訓練を実施

して、地域住民への防火意識の高揚

を図っています。

　消防団には、火災や災害時などに

おいてさまざまな活動が要求されま

す。その中で北房方面隊では人命救

助の取り組みに着目し、救急車が来

るまでの初期の措置などが行えるよ

うに、全団員の普通救命講習受講を

目標にして、いざというときに備え

ています。さらに、��年度からは、

普通救命講習会の指導者の養成を始

めました。尊い命と財産を守るため、

団員の資質向上に努めています。

�新設のラッパ隊

�一斉放水訓練

�救命講習会の受講

※各方面隊の団員数は平成��年�月�日現在の数字
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ら
い
い
の
に
」
と
思
い
ま
し
た
。
父
が
出

る
の
は
、小
型
ポ
ン
プ
の
�
番
目
で
し
た
。

と
う
と
う
父
の
番
が
き
ま
し
た
。
父
の
顔

が
と
て
も
緊
張
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

し
た
。
始
ま
る
と
、
父
の
声
が
い
つ
も
と

は
違
っ
て
り
り
し
く
感
じ
、
本
当
の
消
防

士
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
こ
の
日
の
た

め
に
、
み
ん
な
と
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
る

姿
を
見
て
感
動
し
ま
し
た
。
バ
レ
ー
を
し

て
い
る
私
に
も
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切

さ
と
、
頑
張
る
勇
気
を
く
れ
ま
し
た
。
び

し
ょ
び
し
ょ
の
汗
を
か
い
て
真
剣
な
姿
が

と
て
も
か
っ
こ
よ
か
っ
た
で
す
。

　

大
会
の
結
果
は
、
�
位
で
し
た
。
大
会

の
日
の
晩
、
父
は
み
ん
な
と
食
事
を
し
て

夜
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
部
屋
に
入
っ
て
き

た
父
は
突
然
泣
き
だ
し
、「
あ
り
が
と
う
。

あ
り
が
と
う
。来
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

と
何
度
も
言
っ
て
私
も
母
も
妹
も
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。母
も
涙
ぐ
ん
で
い
ま
し
た
。

私
は
、
一
生
懸
命
頑
張
っ
た
か
ら
こ
そ
涙

が
出
た
の
で
は
な
い
の
か
と
思
い
ま
し

た
。
私
も
、
こ
れ
か
ら
勉
強
や
習
い
ご
と

も
一
生
懸
命
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

思
い
出
に
残
る
良
い
大
会
を
見
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

火
災
消
火
を
想
定
し
て
の
訓
練
、
消
防
操
法
。
規
律
、
伝
達
、
確
認
、
基
本
的
な
操
作

を
体
得
す
る
た
め
、
訓
練
に
無
駄
な
動
き
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
訓
練
は
選
手
だ
け
で

な
く
、
部
全
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
消
防
操
法
に
つ
い
て
書
か
れ
た
作
文
を

紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�　
高
橋
満
衣（
豊
栄
）

操 
法

この作文は、満衣さん（現在中学
�年生）が小学校�年生の時に書
かれ、平成��年度明るい家庭づく
り作文集に掲載されました

高橋満衣さん（左）と父の幸博さん

勝山方面隊の練習風景

美甘方面隊の練習風景

　

私
は
、
父
と
母
の
故
郷
に
帰
っ
て
き
て

�
年
半
に
な
り
ま
す
。
父
は
、
湯
原
に
帰

っ
て
き
て
初
め
て
消
防
団
に
入
り
ま
し

た
。
消
防
の
大
会
が
�
月　

日
に
あ
り
、

��

そ
れ
に
む
け
て
毎
日
練
習
に
行
っ
て
、
帰

っ
て
く
る
の
が
い
つ
も
私
が
寝
た
後
の
遅

い
時
間
で
す
。
私
は
、
な
ん
で
毎
日
、
毎

日
遅
く
ま
で
消
防
に
行
っ
て
い
る
の
か
、

そ
し
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か

ま
っ
た
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

父
は
練
習
を
終
え
た
後
、「
疲
れ
た
な

ぁ
」
と
か
「
え
ら
い
な
ぁ
」
と
か
一
言
も

言
わ
な
い
で
、
毎
日
次
の
日
の
仕
事
も
頑

張
っ
て
い
て
、
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し

た
。
大
会
の
�
日
前
、
父
の
練
習
風
景
を

父
に
内
緒
で
、
母
と
妹
と
弟
で
見
に
行
き

ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
雨
が
ザ
ァ
ー
ザ
ァ

ー
降
っ
て
い
て
、
練
習
を
あ
ま
り
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
び
し
ょ
び

し
ょ
に
な
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
父
の

姿
が
た
く
ま
し
く
感
じ
ま
し
た
。
父
は
、

選
手
に
な
る
の
が
初
め
て
な
の
で
、
み
ん

な
の
�
倍
も
�
倍
も
頑
張
っ
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
会
の
当
日
が
き
て
、
私
は
、

「
失
敗
し
な
い
か
な
ー
」「
一
位
が
と
れ
た
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入
団
の
き
っ
か
け
を
聞
く
と
「
父
も
消

防
団
員
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
多
く
の

団
員
に
囲
ま
れ
て
育
っ
て
き
た
ん
で
す

よ
」
と
、
地
元
で
働
く
に
あ
た
っ
て
入
団

は
ご
く
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

防
火
パ
レ
ー
ド
で
放
送
し
た
り
、
独
居

老
人
宅
の
訪
問
を
し
た
り
す
る
中
で
、
女

性
に
も
で
き
る
役
割
が
あ
る
と
確
信
。
女

性
団
員
の
や
わ
ら
か
い
雰
囲
気
は
、
訪
問

さ
れ
る
側
に
と
っ
て
も
和
や
か
な
印
象
を

与
え
会
話
も
弾
む
よ
う
で
す
。最
後
に「
消

防
団
に
入
っ
て
本
当
に
地
域
の
こ
と
が
よ

く
分
か
り
ま
し
た
」
と
締
め
く
く
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
と
の
出
会
い
や
活
動
の
場
を

与
え
て
く
れ
る
消
防
団
活
動
、
活
動
を
通

し
て
豊
か
な
人
生
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
 
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

　
　
 
�
月
�
日
、
市
消
防
本
部
の
一
日
消

防
長
に
任
命
さ
れ
た
湯
原
町
旅
館
協
同
組

合
の 
女
将 
で
つ
く
る
「
し
ゃ
く
な
げ
会
」

お　

か　

み

の
池
田
理
愛
さ
ん（
写
真
右
）。
通
信
司
令

室
な
ど
を
見
学
し
、
消
防
業
務
を
知
る
と

と
も
に
、
勝
山
町
並
み
保
存
地
区
で
火
災

予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

実
は
、
池
田
さ
ん
は
女
将
で
あ
る
と
と

も
に
湯
原
方
面
隊
に
所
属
す
る
消
防
団

員
。
女
将
の
仕
事
上
、
お
客
さ
ま
の
体
調

が
悪
く
な
っ
た
と
き
に
救
急
車
を
お
願
い

す
る
こ
と
が
あ
り
、
通
報
後
ど
の
よ
う
に

連
絡
が
伝
わ
る
の
か
気
に
な
っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
一
日
消
防
長
の
体
験
で
、
消
防

本
部
内
の
救
急
業
務
が
よ
く
理
解
で
き
た

と
ス
ッ
キ
リ
し
た
顔
。

は
、
女
性
ら
し
さ
を
生
か
し
た
取
り
組
み

を
し
よ
う
と
、
美
甘
保
育
園
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
紙
芝
居
や
寸
劇
、
独
居
老
人
宅
を

訪
問
し
て
火
事
や
事
故
な
ど
の
防
止
の
呼

び
か
け
を
始
め
ま
し
た
。あ
れ
か
ら
�
年
、

「
企
画
や
準
備
な
ど
は
大
変
で
す
が
、子
ど

も
た
ち
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も

楽
し
み
な
ん
で
す
」
と
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ

ん
も
活
動
へ
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

消
防
団
の
活
動
は
、
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
真
庭
市
消

防
団
。
女
性
団
員
に
よ
る
活
動
も
ま
だ
ま

だ
模
索
中
で
す
。
女
性
団
員
だ
か
ら
で
き

る
、
個
性
を
生
か
し
た
消
防
団
活
動
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
　
  
甘
方
面
隊
の
女
性
消
防
団
員
が
、�

　
　
   
月　

日
、
美
甘
保
育
園
で
、
火
災
予

��

防
や
交
通
安
全
な
ど
が
楽
し
く
学
べ
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
た
寸
劇
「
山
の
ね
ず
み
町

の
ね
ず
み
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

美
甘
方
面
隊
の
女
性
消
防
団
員
は
、
現

在
�
人
。
合
併
前
の
美
甘
村
婦
人
消
防
隊

に
は
、　

人
程
度
が
所
属
し
て
い
ま
し
た

��

が
、
真
庭
市
合
併
と
同
時
に
解
散
。
合
併

後
も
そ
の
ま
ま
女
性
消
防
団
員
と
し
て
活

動
を
続
け
る
よ
う
に
話
し
合
い
も
持
た
れ

ま
し
た
が
、
子
育
て
や
家
事
の
仕
事
と
の

両
立
な
ど
、
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど

も
影
響
し
て
、
な
か
な
か
活
動
に
参
加
で

き
な
い
と
い
う
現
状
も
あ
り
、
大
半
の
人

が
辞
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
、
残
っ
た
�
人
の
女
性
団
員

������

美甘保育園で寸劇を披露する女性消防団員の皆さん

�

勝山町並み保存地区で防火を呼びかける池田さん

�
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山
平
�
義
（
落
合
）
河
野
幹
市
（
久
世
）

山
田
治
男
（
勝
山
）
金
本
栄
治
（
勝
山
）

井
原　

勉
（
勝
山
）
澤
本
基
兄
（
美
甘
）

竹
川
正
基
（
蒜
山
）
高
見
貴
敬
（
蒜
山
）

長
尾
啓
二
（
蒜
山
）
芦
立
俊
康
（
蒜
山
）

　
　
　
　
　

初
岡
俊
数（
久
世
）�
川
隆
志（
消
防
本
部
）

精
勤
章

千
後
政
史
（
久
世
）
中
島
秀
典
（
勝
山
）

金
本
栄
治
（
勝
山
）
井
原　

勉
（
勝
山
）

由
井
健
司
（
湯
原
）
実
原
高
明
（
蒜
山
）

勤
続
章

山
本
美
津
夫
（
北
房
）
山
平
�
義
（
落
合
）

吉
田　

栄
（
落
合
）
三
村　

惠
（
久
世
）

太
田
哲
也
（
久
世
）
永
田
行
雄
（
久
世
）

井
原　

勉
（
勝
山
）
長
尾
寛
人
（
蒜
山
）

福
富
正
人
（
蒜
山
）
長
恒
眞
生
（
蒜
山
）

　

�
月　

日
、
真
庭
市
消
防
初
出
式
が
白
梅
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
真
庭
市

��

消
防
団
を
は
じ
め
来
賓
な
ど
約
千
名
が
出
席
し
た
式
で
は
、
団
長
訓
辞
や
来
賓
の
祝
辞
な

ど
で
士
気
を
高
め
ま
し
た
。
栄
誉
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

※
掲
載
は
紙
面
都
合
に
よ
り
岡
山
県
消
防
協
会
長
功
労
章
表
彰
以
上
で
す
。

　
（　

）
内
は　

方
面
隊
名
、
順
不
同
、
敬
称
略

初 
出
式
真庭市
消　防

松
下　

榮
（
落
合
）
前
田
克
則
（
久
世
）

千
後
政
史
（
久
世
）
松
尾　

浩
（
勝
山
）

佐
山
修
一
（
湯
原
）
由
井
健
司
（
湯
原
）

 

田
守
司
（
湯
原
）
実
原
高
明
（
蒜
山
）

美
甘
福
正（
蒜
山
）池
田
悦
雄（
消
防
本
部
）

優
良
消
防
団
員
章　

平
方
義
之
（
北
房
）

先
原
栄
治
（
落
合
）
今
石
健
司
（
落
合
）

前
田
基
美
（
落
合
）
杉
本
光
弘
（
落
合
）

宮
林
利
明
（
落
合
）
金
平
利
郎
（
落
合
）

池
田
博
明
（
勝
山
）
山
口
知
昭
（
美
甘
）

渡
辺　

誠
（
湯
原
）
山
口
正
宏
（
湯
原
）

井
上
美
春
（
蒜
山
）
由
井
堅
史
（
蒜
山
）

森
田
純
史
（
落
合
）
行
部　

治
（
落
合
）

宮
島
計
治
（
落
合
）
樋
口
惠
作
（
勝
山
）

山
岡
宏
充
（
美
甘
）
杉
村
勝
己
（
湯
原
）

筒
井
一
行（
蒜
山
）戸
田
善
雄（
消
防
本
部
）

受賞者へ拍手を送る来賓の皆さん 名誉ある表彰を受ける団員 団長、市長、消防長から訓辞を受けました

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

岡
山
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

岡
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
労
章

団旗および消防本部旗に敬礼
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わ
た
し
た
ち
の
地
域
で
は
、
自
主

防
災
組
織
を
中
心
に
、
消
防
団
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
ぐ
る
み
で
消

火
訓
練
や
火
災
警
報
器
の
全
戸
配
布

な
ど
の
防
災
活
動
が
盛
ん
で
す
。
自

分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た
ち
の
手

で
守
る
と
い
う
強
い
思
い
を
団
員
や

地
域
み
ん
な
が
共
有
し
、
協
力
し
て

防
災
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自分たちの手で守る

川�弘好 さん
（開田）

石原佑一 さん
（下湯原）

「消防魂」受け継ぐ
　
　

歳
で
消
防
団
に
入
団
し
て
�
年

��
に
な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

父
親
や
地
元
の
皆
さ
ん
の
背
中
を
見

て
育
ち
ま
し
た
か
ら
、
入
団
に
抵
抗

感
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
き
っ
と
消
防
魂
を
受
け
継
い
で

い
る
の
で
し
ょ
う（
笑
）。
ま
だ
ま
だ

駆
け
出
し
で
す
が
、
訓
練
を
積
ん
で

早
く
一
人
前
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

　

消
防
団
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
の
方

や
年
齢
の
違
う
方
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
集
ま
り
の
中
で
、

自
分
に
は
な
か
っ
た
考
え
方
や
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
へ
の
思
い
な
ど
が
理

解
で
き
て
、
勉
強
に
な
る
こ
と
が
多

い
で
す
。団
員
と
し
て
防
火
・
防
災
意

識
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
を
守
っ
て
い

く
と
い
う
思
い
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

職や世代を超えたつきあい

宮本義彦 さん
（月田）

　

消
防
団
活
動
に
は
、
で
き
る
だ
け

参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
時
間
は
削
ら
れ
ま
す
が
、
地
域

の
人
と
一
緒
に
め
い
っ
ぱ
い
汗
を
流

し
、
と
き
に
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
り
し
な
が
ら
、
後
の
一
杯
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
そ
う
し
て
、
や
っ

と
地
域
に
溶
け
込
ん
だ
か
な
？
と
感

じ
て
い
ま
す
。

やっと地域に溶け込んだ

中西　稔 さん
（蒜山中福田）

横山佳弘 さん
（久世）

信頼ある仲間と活動
　

昨
年
消
防
操
法
訓
練
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
た
め
に
猛
練

習
し
て
き
ま
し
た
が
、得
た
も
の
は
、

規
律
や
技
術
は
も
ち
ろ
ん
、
選
手
を

支
え
て
く
れ
、
共
に
活
動
し
た
部
団

員
と
の
強
い
信
頼
関
係
で
す
。
お
互

い
の
信
頼
あ
れ
ば
、
実
際
の
現
場
で

役
立
つ
は
ず
で
す
。
懸
命
に
頑
張
っ

た
操
法
、
悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
秋
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
ひ

と
り
の
お
年
寄
り
が
、
消
防
団
員
総

出
の
捜
索
で
、
無
事
保
護
さ
れ
る
と

い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
も
し

も
、
こ
の
地
域
に
消
防
団
が
な
か
っ

た
ら
と
考
え
た
と
き
、
こ
の
地
域
で

安
心
し
て
暮
し
て
い
く
上
で
の
消
防

団
の
存
在
っ
て
、
ほ
ん
と
に
大
き
な

も
の
だ
な
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

地域の大きな存在

久松正明 さん
（宮地）

山�伸治 さん
（田口）

地域と共に学ぶ
　

田
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
三

世
代
交
流
で
、
消
防
署
の
指
導
を
受

け
て
消
火
訓
練
や
水
利
の
確
認
を
行

い
ま
し
た
。
火
災
の
初
期
消
火
な
ど

は
、
地
区
住
民
の
活
動
が
大
き
な
支

え
と
な
り
ま
す
。
大
人
か
ら
子
ど
も

ま
で
が
学
ん
で
地
域
を
守
っ
て
い

く
、
消
防
団
員
と
し
て
そ
の
活
動
の

一
助
と
な
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　消防団員は、どういう思いを持って活動して

いるのでしょうか。インタービューして、その

素顔に迫ります。

※消防団に興味のある方、またお近くに入団希望の方

がおられる場合、お知り合いの消防団員または総務

部総務課（℡����-��-����）までご相談ください。

イン タビ ュー
消 防 団 員
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入
賞
さ
れ
る
な
ど
、
真
庭
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
、
そ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

真
庭
市
表
彰
は
、
地
方
自
治
、

産
業
、
教
育
文
化
な
ど
市
政
の
振

興
に
貢
献
し
、
市
民
の
模
範
と
な

る
個
人
や
団
体
に
対
し
て
贈
ら
れ

る
も
の
で
、
原
田
さ
ん
が
真
庭
市

表
彰
の
第
�
号
で
す
。

　

�
月　

日
、
真
庭
市
表
彰
式
が

��

市
役
所
本
庁
舎
（
勝
山
）
で
行
わ

れ
、
原
田
喜
市
さ
ん
（
蒜
山
上
福

田
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年　

月
に
開
催
さ
れ
た
秋
田

��

わ
か
杉
国
体
（
第　

回
国
民
体
育

��

大
会
）
成
年
男
子
馬
場
馬
術
競
技

の
部
で
優
勝
、
成
年
男
子
自
由
演

技
場
馬
場
馬
術
競
技
の
部
で
�
位

上：市長室で行われた
　   表彰式の様子

右：馬場馬術競技中の
　   原田さん

馬場馬術は、馬の調教
技術の一つで、定めら
れた馬場の中で馬を運
動させ、いかに正確か
つ美しく運動させること
ができるかを競うもの
です。原田さんは、秋田
わか杉国体で�連覇を
達成されました。

真
庭
市
表
彰
第
�
号

国
体
優
勝 
の
原 
田
さ
ん
受
賞

　

平
成　

年
度
か
ら　

年
度
に
か
け
て
年
次

��

��

計
画
に
よ
り
建
築
中
の
久
世
中
学
校
。
そ
の

第
一
段
と
し
て
昨
年
�
月　

日
か
ら
建
築
工

��

事
を
進
め
て
い
た
屋
内
運
動
場
が
�
月　

日
��

に
完
成
し
ま
し
た
。

　

建
築
工
事
費
は
、�
億
�
、�
�
�
万
円（
消

費
税
含
む
）。
屋
内
運
動
場
棟
の
延
床
面
積

は
、
�
、�
�
�
平
方 
㍍ 
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
・
上
部
鉄
骨
造
の
�
階
建
て
で
す
。
ア

リ
ー
ナ
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
�
面
と

れ
る
広
さ
で
、
側
面
に
使
わ
れ
た
、
間
伐
材

が
全
体
的
に
明
る
く
て
温
か
な
印
象
を
与
え

て
い
ま
す
。
ア
リ
ー
ナ
西
側
に
は
、
武
道
場

が
併
設
さ
れ
、
卓
球
や
剣
道
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

新しい屋内運動場で最初の行事となった卒業式（�/��）

久世中学校校舎の西側に新しく建設された屋内運動場
アリーナの西側にある武道場 明るくて広いアリーナ

久久久久久久世世世世世世中中中中中中学学学学学学校校校校校校久世中学校
屋屋屋屋屋屋内内内内内内運運運運運運動動動動動動場場場場場場屋内運動場

完 
成
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市政に関する動きの一部を紹介します

����������	
��
��
市と日本アマチュア無線

連盟県支部が、災害時に

通信手段を確保し、情報

収集などを行うための応

援協定を締結。当日は実

際に屋外から映像を転送

し、無線の有効性につい

て確認しました。

����������	
���
�
市内で発生した火災を早

期に発見し、勇敢な消火

活動で被害を最小限に食

い止めた浅野弘士さん

（勝山）と宮本剛匡さん

（下河内）に、池田悦雄

消防長から表彰状が手渡

されました。

����������	
��
��
地域高規格道路「北条湯

原道路」（真庭市→鳥取県

東伯郡北栄町）の整備が

進められる中、倉吉市役

所関金庁舎において、井

手紘一郎真庭市長と長谷

川稔倉吉市長との対談が

行われました。

����������	
��
�
第�回バイオマスタウン

真庭推進協議会を勝山庁

舎で開催。市民代表者や

事業関係者など��名が出

席し、事業報告のほか��

年度以降に取り組む事業

計画についての協議など

が行われました。

����������	
��
��
真庭市文化協会主催の文

化講演会が勝山文化セン

ターで開催され、約���人

が参加。講師の大原謙一

郎氏（県文化連盟会長）

による「地方と文化と日

本の未来」と題した講演

が行われました。

活動内容を発表しあうことで理解も一層深まります

北房に配備された高規格救急車

　

�
月　

日
、
真
庭
市
消
防
本
部

��

北
房
分
署
（
上
水
田
）
に
高
規
格

救
急
車
が
配
備
さ
れ
、
運
用
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
救
急
車
は
、

救
急
救
命
士
に
よ
る
高
度
な
処
置

が
行
え
る
資
機
材
を
積
載
。
収
容

ス
ペ
ー
ス
が
拡
大
さ
れ
、
救
急
患

者
に
走
行
時
の
振
動
を
与
え
な
い

た
め
の
防
振
架
台
な
ど
も
装
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
総
費
用
は
約
�
千

万
円
。
こ
れ
で
市
内
す
べ
て
の
消

防
署
に
高
規
格
救
急
車
が
配
備
さ

れ
ま
し
た
。
北
房
分
署
で
は
、
常

時
�
人
以
上
の
職
員
体
制
で
救
急

業
務
に
備
え
て
い
ま
す
。

北房分署に高規格救急車配備

NPOやボランティアが活動紹介
　真庭市と新庄村のＮＰＯやボランティア団体な

どが親睦を深める「交流メッセ・まにわ」が、�

月�日、勝山文化センターで開催されました。「み

んなのまにわ再発見！」をテーマに開催されたこ

の交流会には、真庭圏域を中心に福祉、子育て、

環境保護、地域づくりなど��団体、約���人が参加。

会場には各団体の活動を紹介するパネルが所狭し

と展示され、各自が自由に見学。また��団体から

のスクリーンを使っての活動発表や、班に分かれ

ての意見交換なども行われ、交流を深めました。

こうして広がった輪により、団体の活動が今後ま

すます活発になることが期待されます。
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貴
重
な
財
源
を
重
点
施
策
に
効
果
的
に
配

分
し
、
市
民
生
活
の
向
上
に
活
か
す
た
め
、

企
画
部
門
に
財
政
課
を
移
す
と
と
も
に
、
企

画
観
光
部
を
「
企
画
財
政
部
」
に
名
称
変
更

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
企
画
政
策
業
務
と
財
政
業

務
と
の
連
携
が
強
化
さ
れ
、
行
政
改
革
に
よ

る
経
費
削
減
効
果
を
有
効
に
活
用
で
き
ま

す
。　

　

観
光
施
策
、
バ
イ
オ
マ
ス
施
策
、
真
庭
ブ

ラ
ン
ド
の
確
立
な
ど
、
市
の
産
業
資
源
を
有

効
に
活
用
し
総
合
的
に
産
業
政
策
を
進
め
る

た
め
、
観
光
振
興
業
務
を
産
業
部
門
へ
移
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
産
業
部
を
「
産
業
観
光
部
」

に
名
称
変
更
し
、「
農
林
振
興
課
」「
農
林
土

木
課
」「
商
工
観
光
課
」「
バ
イ
オ
マ
ス
政
策

課
」
の
�
課
に
再
編
し
ま
し
た
。

　

関
連
性
の
強
い
教
育
分
野
と
生
涯
学
習
分

野
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
生
涯
学
習
課

（
男
女
共
同
参
画
、
人
権
啓
発
を
除
く
）
を
教

育
委
員
会
事
務
局
に
移
し
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
お
よ
び
人
権
啓
発
の
業
務

は
、
市
民
生
活
部
市
民
課
が
担
当
し
ま
す
。

　

建
築
技
術
に
関
す
る
業
務
を
集
中
し
、
専

門
技
術
の
高
度
化
と
施
設
建
築
業
務
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、建
設
部
都
市
住
宅
課
に「
建

築
営
繕
室
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

保
健
師
、
栄
養
士
を
健
康
福
祉
部
子
育
て

健
康
推
進
課
に
集
中
配
置
し
、
必
要
に
応
じ

て
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
各
業
務
に
柔
軟
に

対
応
す
る
体
制
と
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

　

真
庭
市
で
は
、�
月
�
日
か
ら
市
役
所
の
組
織
機
構
を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。今

回
の
変
更
は
、職
員
数
の
削
減
を
進
め
る
中
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
す
る
た
め
、

業
務
の
効
率
性
や
専
門
性
を
さ
ら
に
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。組
織
数

は
、こ
れ
ま
で
の
�
管
理
者
、�
監
、�
部
、�
局
、　

課
か
ら
、�
管
理
者
、�
監
、�

��

部
、�
病
院
、�
局
、　

課
と
な
り
ま
し
た
。変
更
の
要
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

��

機 
構 
改 
革

総
合
計
画
の

着
実
な
推
進

�
産
業
政
策
を

総
合
的
に
推
進

�

生
涯
学
習
の

連
携
を
強
化

�
専
門
職
を

本
庁
集
中
管
理

�

総務部　　　　　　　　　　
総務課　　　　℡����-��-����

危機管理室　　℡����-��-����

秘書広報課　　℡����-��-����

管財課　　　　℡����-��-����

企画財政部
企画政策課　　℡����-��-����

財政課　　　　℡����-��-����

情報推進課　　℡����-��-����

上下水道部（勝山第�庁舎）
水道課　　　　℡����-��-����

下水道課　　　℡����-��-����

会計課　　　　℡����-��-����

行政改革審議監室

　　　　　　　℡����-��-����

議会事務局　　℡����-��-����

監査事務局　　℡����-��-����

固定資産評価審査委員会事務局

（総務課）　　　 ℡����-��-����
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支
局
へ
は
保
健
師
�
名
を
配
置
し
、
必
要
に

応
じ
て
本
庁
か
ら
応
援
し
ま
す
。

　

道
路
、
上
下
水
道
、
消
防
施
設
な
ど
の
修

繕
・
整
備
に
関
す
る
設
計
、
現
場
管
理
な
ど

専
門
知
識
、
技
術
を
要
す
る
業
務
は
、
本
庁

の
業
務
と
し
ま
す
。
支
局
の
業
務
は
、
緊
急

時
の
対
応
と
支
局
で
行
う
こ
と
が
効
率
的
と

な
る
軽
微
な
維
持
管
理
業
務
に
と
ど
め
ま

す
。

　

北
房
、
落
合
、
勝
山
、
湯
原
支
局
の
産
業

建
設
課
を
総
務
振
興
課
に
統
合
し
て
、
総
務

振
興
課
内
に
「
産
業
建
設
班
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

美
甘
支
局
に
つ
い
て
も
同
様
の
組
織
と
し

ま
し
た
。

　

合
併
前
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
月
田
、
富

原
、
二
川
出
張
所
は
、
�
月　

日
で
廃
止
し

��

ま
し
た
。証
明
書
な
ど
の
発
行
業
務
を
月
田
、

若
代
、二
川
郵
便
局
へ
委
託
し
て
い
ま
す
。

  　

内
部
事
務
の
関
連
性
を
考
慮
し
、
次
の
�

つ
の
業
務
を
移
管
し
ま
し
た
。
国
土
調
査
に

関
す
る
業
務
を
建
設
部
都
市
住
宅
課
か
ら
市

民
生
活
部
税
務
課
へ
移
し
、「
国
土
調
査
室
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
選
挙
管
理
委
員
会
に
関

す
る
業
務
を
総
務
部
総
務
課
か
ら
市
民
生
活

部
市
民
課
へ
移
し
ま
し
た
。
農
用
地
利
用
権

設
定
に
関
す
る
業
務
を
農
業
振
興
課
か
ら
農

業
委
員
会
事
務
局
に
移
し
ま
し
た
。

支
局
組
織
を

簡
素
化

�

事
務
の
関
連
性

に
よ
る
変
更

�
出
張
所
を
廃
止

�

市民生活部　　　　　　　　　
市民課　　　　　℡����-��-����
公共交通対策室　℡����-��-����
環境課　　　　　℡����-��-����
税務課　　　　　℡����-��-����
国土調査室　　　℡����-��-����
徴税課　　　　　℡����-��-����

産業観光部
農林振興課（農業）　 ℡����-��-����
農林振興課（林業）　 ℡����-��-����
農林土木課　　　℡����-��-����
商工観光課　　　℡����-��-����
バイオマス政策課　 ℡����-��-����

建設部
建設課　　　℡����-��-����
維持管理課　℡����-��-����
都市住宅課（久世第�庁舎）
　　　　　　℡����-��-����
建築営繕室（久世第�庁舎）
　　　　　　℡����-��-����

農業委員会事務局
　　　　　　℡����-��-����
選挙管理委員会事務局
（市民課）　    ℡����-��-����

健康福祉部　　　　　　　　　
福祉課　　　　　　℡����-��-����

子育て健康推進課　℡����-��-����

高齢者支援課　　　℡����-��-����

地域包括支援センター　

　　　　　　　　　℡����-��-����

教育委員会
教育総務課　　　　℡����-��-����

学校教育課　　　　℡����-��-����

生涯学習課　　　　℡����-��-����

消防本部　　　℡����-��-����
湯原温泉病院　℡����-��-����
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形
、こ
い
の
ぼ
り
な
ど
が
並
び
ま
す
。

期
間　

�
月　

日（
火
・
祝
）
〜
�
月

��

　

�
日
�

問
い
合
わ
せ
先　

会
代
表　

岡
田 
健

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

花
の
女
王
と
も
呼
ば
れ
る
、
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
を
鑑
賞
す
る
催
し
が
市
内
の

�
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

①
東
谷
石
楠
花
ま
つ
り　

�
月
中
旬

　

を
予
定　

東
谷
地
内
（
上
河
内
）

心
身
の
健
康
増
進
な
ど
に
、
坐
禅
会

へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
月
第
�
日
曜
日　

午
前
�

　

時
〜
�
時
（　

月
ま
で
）

��

場
所　

明
徳
寺 
即
佛
堂
（
勝
山
）

問
い
合
わ
せ
先　

坐
禅
会  
酒
井
宏

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

勝
山
公
民
館
で
は
、
星
山
ス
カ
イ

ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
す
。星
山
は
、

登
山
口
ま
で
車
で
直
行
で
き
、
約
�

時
間
程
度
で
登
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
�
、�
�
� 
㍍ 
の
星
山
山
頂
か

ら
、
眼
下
に
広
が
る
�
�
�
度
の
大

パ
ノ
ラ
マ
を
あ
な
た
の
目
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は

後
日
、記
念
写
真
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時　

��

��

��

　

分
〜
（
入
山
式
）
※
雨
天
中
止

集
合
場
所　

勝
山
美
し
い
森
キ
ャ
ン

　

プ
場
（ 
菅  
谷 
）

す
が 

た
に

問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
文
化
セ
ン
タ

　

ー　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

勝
山
美
し
い
森
管
理
運
営
委
員
会

が
、
桜
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

勝
山
美
し
い
森
が
真
庭
の
新
た
な
桜

の
名
所
と
な
る
よ
う
、
参
加
者
で
手

入
れ
を
行
い
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

　

（
受
付
�
時　

分
〜
）

��

会
場　

勝
山
美
し
い
森
キ
ャ
ン
プ
場

内
容　

施
肥
や
草
刈
、
つ
る
切
り
な

　

ど
の
苗
木
の
愛
護

※
桜
の
手
入
れ
に
必
要
な
物
は
参
加

　

者
で
用
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

勝
山
支
局
総
務
振

　

興
課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�

��

　

�

　

久
世
を
愛
す
る
恋
の
ぼ
り
の
会

が
、端
午
の
節
句
祭
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
中
は
会
場
の
旧
遷
喬
尋
常
小
学

校
に
�
�
�
点
を
越
え
る
五
月
人

����������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

�����

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�����

�������������

�����

�������������

�������

�������������

支局代表電話番号
（総務振興課・出張所）

真庭市の人口

��������		
���
�

���������	
�����

����������	
���


��������	���
����

��������	
�
���������	


問
い
合
わ
せ
先　

実
行
委　

渡
� 
幸

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

②
上
田
の
春
ま
つ
り　

�
月　

日
（
火

��

　

･
祝
）
〜
�
月
�
日
�　

普
門
寺

　

周
辺
（
田
原
山
上
）

問
い
合
わ
せ
先　

普
門
寺

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

明
徳
寺
（
勝
山
）
で
は
、
坐
禅
を

す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
即
佛
堂
で

毎
月
坐
禅
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

勝
山
美
し
い
森
桜
の
つ
ど
い

桜
の
名
所
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か

�����������������
第１回 白梅お花見コン サ ー ト

落合総合公園ふれあいス テージ （下市瀬）
市内外から約��グループが参加し、演奏を行います。

問い合わせ先　実行委員会  池田卓司　℡�������������

�������

梅と音
楽を

満喫 し
ましょ

う。

��
���

�

春を迎えて湯原温泉あさ市も再開

�������
久世軽 トラ朝市

毎月第�日曜日開催
時間　�：��～��：��
　　　（�～�月は�：��～��：��）
会場　エスパスランド土広場
�問 　農林振興課　
　℡����-��-����

湯原温泉あさ市
�月��日から毎週日曜日開催
時間　�：��～�：��
会場　湯原温泉街　
�問 　湯原支局 総務振興課
　℡����-��-����

雨天：屋内ゲー ト
　　   ボール場

端
午
の
節
句
祭

勇
壮
な
�
月
人
形
を
ご
覧
あ
れ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
を
観
賞
す
る
催
し

美
し
い
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
に
う
っ
と
り

明
徳
寺
坐
禅
会

坐
禅
で
心
身
の
健
康
増
進
を

星
山
ス
カ
イ
ウ
ォ
ー
ク

星
山
に
登
ろ
う
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蒜
山
地
域
活
性
化
人
材
確
保
・
活

用
事
業
運
営
検
討
委
員
会
で
は
、
蒜

山
を
訪
れ
た
人
に
農
業
や
酪
農
、
そ

し
て
蒜
山
の
こ
と
を
紹
介
す
る
酪
農

ガ
イ
ド　

名
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

��

勤
務
内
容　

乳
製
品
や
酪
農
に
つ
い

　

て
の
説
明
、
乳
製
品
作
り
の
指
導

勤
務
地　

蒜
山
地
域
の
酪
農
関
係
施

　

設
、
蒜
山
管
内
の
酪
農
家

募
集
期
間　

定
員
に
な
り
次
第
終
了

　

勤
務
形
態
や
給
与
な
ど
詳
し
く

は
、農
林
振
興
課（
℡
�
�
�
�（　

）
��

�
�
�
�
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

　

ポ
ン
テ
ペ
ル
レ
は
、
阪
神
淡
路
大

震
災
復
興
を
テ
ー
マ
に
始
ま
っ
た
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
パ
レ
ー
ド
で
、
期
間

中
は
参
加
車
両
が
市
内
を
通
過
し
ま

す
。世
界
の
名
車
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程　

�
月　

日
�　

旧
遷
喬
尋
常

��

小
学
校
に
午
前　

時　

分
ご
ろ
集

��

��

合
〜
新
庄
村
〜
蒜
山
高
原
〜
湯
原

温
泉
に　

時　

分
ご
ろ
集
合

��

��

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
と
真
庭
商
工
会
で
は
、
新

た
に
地
元
企
業
に
就
職
さ
れ
た
方
が

地
域
発
展
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
、
新
規
就
職
者
激
励

会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
新
規
就

職
者
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
る
ほ

か
、
基
調
講
演
も
行
わ
れ
ま
す
。

日
時  
�
月　

日
�  
午
後
�
時　

分
〜

��

��

　

市
で
は
、
風
水
害
や
地
震
な
ど
の

大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、

自
力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
な

ど
と
い
っ
た
方
が
、
災
害
時
に
い
ち

早
く
的
確
な
援
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
し
く
み
づ
く
り
の
第

一
歩
と
し
て
、「
災
害
時
要
援
護
者
の

台
帳
登
録
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
�

月
か
ら
民
生
委
員
あ
る
い
は
介
護
支

援
専
門
員
が
、
該
当
者
の
お
宅
を
訪

問
し
、
台
帳
を
作
成
す
る
た
め
の
同

意
確
認
・
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

ま
た
は
高
齢
者
支
援
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

会
場　

久
世
エ
ス
パ
ス
ホ
ー
ル

対
象
者　

市
内
の
企
業
に
平
成　

年
��

　

度
に
新
規
就
職
さ
れ
た　

歳
ま
で

��

　

の
方

申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
観
光
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

お
か
や
ま
酪
農
協
が
、
第
�
回
蒜

山
高
原
ジ
ャ
ー
ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
シ

ョ
ウ
を
開
催
し
ま
す
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー

牛
を
審
査
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
景
品

も
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

蒜
山
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
（
蒜
山

　

中
福
田
）

問
い
合
わ
せ
先　

お
か
や
ま
酪
農
協

　

津
山
支
所
蒜
山
出
張
所

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

真 庭 え ぇ も ん 愛 食 市
������������������������������������

イズミゆめタウン久世店
 （イベントスペース）

期間中アンケートに答えていただいた方には、　 
蒜山酪農カフェオレをプレゼント（�日先着���名）

�問    農林振興課    ℡����������	�

桜 イ ベント情報各地へ出かけて
楽しんで

■醍醐桜まつり
開催中　醍醐桜付近（別所）

開花期間中は、地元の加工品・

特産品を販売。�分咲き以降

は夜�時までライトアップ　

�問  落合支局総務振興課

  ℡����-��-����

■天領くせ桜まつり
�月�日� �����～ トンネル

桜付近（久世）　河川敷でオー

プニングイベントなどを行う。

開花期間中はぼんぼりを点灯

�問  真庭商工会

　℡����-��-����

■岩井畝の大桜ライ トア ッ プ
�月上旬～ 岩井畝の大桜付

近（岩井畝）　開花期間中は特

産品を販売。夜��時までライ

トアップ

�問  勝山支局総務振興課

　℡����-��-����

■「美甘宿場桜」 さくらまつ り
�月��日� �����～ 美甘コミ

ュニティセンター前　ステー

ジ発表や特産品販売を行う。

開花期間中はライトアップ

�問  真庭商工会美甘支所　

　℡����-��-����

■ひるぜん天の岩戸桜 まつ り
�月��日� �����～ 茅部神社

（蒜山西茅部） ステージショー

や特産品販売を行う。岩戸引

き大会にチームで参加を。

�問  蒜山観光協会　

   ℡����-��-����

真庭の特産品を集め、展示、
試食を行います。

蒜
山
地
域
活
性
化
酪
農
ガ
イ
ド

蒜
山
を
愛
す
る
方
を
募
集
し
ま
す

ポ
ン
テ
ペ
ル
レ
�
�
�
�

世
界
の
名
車
約�

台
が
ず
ら
り

��

新
規
就
職
者
激
励
会

活
躍
を
期
待
し
て
激
励
会
を
開
催

ジ
ャ
ー
ジ
ー
ス
プ
リ
ン
グ
シ
ョ
ウ

消
費
者
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
す

災
害
時
要
援
護
者
の
台
帳
登
録

見
守
り
活
動
と
支
援
に
役
立
て
ま
す



M A N IW A ��

優
良
運
転
者
（　

年
・　

年
以
上
）

��

��

申
告
期
限　

�
月　

日
�

��

　

要
件
・
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
真
庭
警
察
署
交
通
課
（
℡
�
�

�
�（　

）�
�
�
�
）
に
問
い
合
わ

��

せ
く
だ
さ
い
。

　

�
�
�
�
年
�
月
、
上
場
会
社
の

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
。
電
子
化

に
よ
り
株
券
は
無
効
と
な
り
、
株
主

の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど
の
金
融
機

関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ
れ
ま

す
。
本
人
名
義
に
な
っ
て
い
な
い
株

券
は
、
電
子
化
に
よ
り
株
主
と
し
て

の
権
利
を
失
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、名
義
書
換
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

日
本
証
券
業
協
会

　

証
券
決
済
制
度
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー 

　

℡
�
�（
�
�
�
�
）�
�
�
�

　

別
所
小
学
校
学
区
を
よ
く
す
る
会

が
、
醍
醐
桜
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

　

（
美
甘
・
田
口
地
内
）

�
湯
原
温
泉
プ
ー
ル
改
装
工
事

　

（
湯
原
・
豊
栄
地
内
）

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
地
区
建
物
農
機
具
共
済
推
進

協
議
会
で
は
、
火
災
被
害
や
、
火
災

死
亡
事
故
を
少
し
で
も
減
ら
す
こ
と

を
目
的
に
、
加
入
者
へ
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
、

購
入
に
あ
た
っ
て
の
入
札
指
名
参
加

希
望
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

購
入
予
定
物
品
お
よ
び
数
量　

住
宅
用

　

火
災
警
報
器
、約
�
�
、�
�
�
個

入
札
指
名
参
加
資
格　

真
庭
市
、
新

　

庄
村
に
住
所
の
あ
る
現
在
営
業
し

　

て
い
る
法
人
・
個
人
事
業
者

入
札
指
名
参
加
申
込
書
提
出
期
限　

　

�
月　

日
�（
必
着
）

��

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
地
区
建
物
農

　

機
具
共
済
推
進
協
議
会

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

ま
す
。
今
年
は
世
界
的
バ
イ
オ
リ
ン

奏
者
の
久
保
陽
子
さ
ん
を
招
き
、
バ

ッ
ハ
や
パ
ガ
ニ
ー
ニ
の
曲
を
演
奏
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
桜
の
開
花
時
期

で
は
な
く
、
新
緑
の
樹
の
下
で
の
開

催
で
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
ゆ

っ
く
り
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

�
月
�
日
（
土
・
祝
）　

午
前

　
　

時
〜

��
場
所　

醍
醐
桜
前
広
場

問
い
合
わ
せ
先　

会
代
表  
春
木
基
男

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

平
成　

年
度
水
力
発
電
施
設
周
辺

��

地
域
交
付
金
に
よ
り
実
施
し
た
事
業

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
市
道
西
原
下
見
線
道
路
改
良
工
事

　

（
落
合
・
下
見
地
内
）

�
市
道
草
加
部
線
道
路
修
繕
工
事

　

（
久
世
・
草
加
部
地
内
）

�
市
道
水
乢
線
舗
装
修
繕
工
事

　

（
勝
山
・
勝
山
地
内
）

�
市
道
湯
谷
延
風
線
舗
装
修
繕
工
事

　

平
成　

年
度
の
休
日
急
患
担
当
医

��

編
成
表
が
で
き
ま
し
た
。
す
で
に
広

報
紙
�
月
号
と
一
緒
に
市
内
各
戸
へ

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

下
さ
い
。
な
お
、
廣
恵
医
院
（
北
房
）

の
電
話
番
号
が
、
移
転
に
よ
り
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。
編
成
表
の
電
話
番

号
を
変
更
い
た
だ
き
、
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
に
お
掛
け
く
だ
さ
い
。

廣
恵
医
院
（
北
房
）

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

問
い
合
わ
せ
先   
子
育
て
健
康
推
進
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
警
察
・
岡
山
県
交
通
安
全

協
会
で
は
、多
年
に
わ
た
り
無
事
故
・

無
違
反
で
安
全
運
転
に
努
め
ら
れ
て

い
る
方
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

表
彰
種
別  
①
業
務
優
良
運
転
者（
�

　

年
・　

年
・　

年
以
上
）
②
一
般

��

��

休日急患担当医

���������

�日　清明 
�日　春の全国交通安全運動
�日　世界保健デー
��日　穀雨
��日　昭和の日

����

守
ろ
う
や

守
ろ
う
や
ぁぁ

あ
な
た
も
わ
た
し
も

あ
な
た
も
わ
た
し
も

交
通
ル
ー
ル

　
　
   
交
通
ル
ー
ル

�����

�近藤病院・勝山�
������������	
�まにわ整形外科（外）・久世
����������	��
�廣恵医院（内）・北房
�������������

������

�金田病院・落合
���������		
	
�谷田医院（外）・八束
　������������

��������

�勝山病院・勝山
　������������
�岸本医院（外）・久世
�����������	

�吉弘クリニック（内）・北房
������������	

������

�落合病院・落合
���������		


�金田病院・落合
���������		
	
�人見医院（内）・勝山
����������	



������

�中山病院・久世�
����������	�

�高田医院（外）・落合�
�����������		

�����

�河本病院・落合
����������	�	
�片岡医院（内）・湯原
���������	���

������

�湯原温泉病院・湯原
�������������
�杉山医院（内）・久世
���������	�
�
�さくもとクリニック（外）・北房
�����������		

������

�金田病院・落合
���������		
	
�人見医院（内）・勝山
����������	



�����

�近藤病院・勝山
������������	
�松坂医院（内）・久世
���������		��
�牧原医院（外）・北房
������������	

休
日
急
患
担
当
医

変
更
さ
れ
て
い
ま
す

優
良
自
動
車
運
転
者

表
彰
さ
れ
ま
す

株
券
電
子
化

株
券
の
名
義
書
換
は
お
早
め
に

醍
醐
桜
コ
ン
サ
ー
ト（
無
料
）

今
年
も
超
大
物
が
や
っ
て
き
ま
す

 

水
力
発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金
事
業

市
道
や
施
設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

住
宅
用
火
災
警
報
器

入
札
指
名
参
加
希
望
事
業
者
の
募
集

��������	

����������������������



���� MANIWA

　

福
祉
課
で
は
、
初
心
者
を
対
象
に

し
た
手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
相
手
に
気
持
ち
を
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
言
葉
の
意
味
を
改

め
て
考
え
さ
て
く
れ
る
手
話
の
魅
力

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

�
月　

日
�
〜　

月　

日
�

��

��

��

　

毎
週
水
曜
日
の
午
後
�
時　

分
〜

��

　

�
時　

分
（
全　

回
）

��

��

場
所　

久
世
公
民
館
大
会
議
室

対
象
者　

手
話
を
初
め
て
学
ぶ
方

定
員　
　

名
程
度

��

受
講
料　

�
、�
�
�
円（
テ
キ
ス
ト

　

代
な
ど
）
初
回
に
集
金

申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　
　

〜　

歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

��

��

者
の
窓
口
負
担
は
、
医
療
制
度
改
革

に
よ
り
、
平
成　

年
�
月
か
ら
�
割

��

に
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成　

年
�
月
か
ら
平
成　

年
�
月
ま

��

��

で
の
�
年
間
、
�
割
に
据
え
置
か
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

子
育
て
健
康
推
進
課
で
は
、
児
童

巡
回
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お

子
さ
ん
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
方
は

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

場
所　

落
合
公
民
館

内
容　
　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関

��

　

す
る
こ
と
（
心
身
障
害
、
し
つ
け
、

　

性
格
、
非
行
、
養
育
な
ど
）

※
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

予
約
が
必
要
で
す
。
今
年
度
の
日

程
を
真
庭
市
保
健
だ
よ
り
に
掲
載

し
て
あ
り
ま
す
が
、
�
月
の
日
程

が
変
更
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先  
子
育
て
健
康
推
進

　

課　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

久
世
バ
イ
パ
ス
北
口
交
差
点
（
天

満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン
前
）
は
、
交
差

点
内
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

�
月　

日
か
ら
信
号
の
流
れ
が
変
わ

��

っ
て
い
ま
す
。
同
信
号
交
差
点
を
通

行
す
る
場
合
は
十
分
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
警
察
署

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

広
報
ま
に
わ
�
月
号
�
ペ
ー
ジ
の

末
広
主
婦
の
会
と
く
わ
の
実
会
の
紹

介
文
中
、「
ぬ
か
漬
け
」
は
正
し
く
は

「
か
す
漬
け
」で
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
し
ま
す
。 

秘
書
広
報
課

����������
・林道作備線�工区（その�）用地測量業務（産業部農林土木課）
　㈲ダイサン…���������円 
・市道水の手線他美装化舗装測量設計業務（建設部建設課）
　㈱荒谷建設コンサルタント…���������円
・市道古見中河内線用地測量業務（建設部建設課）
　㈲アイテックコンサルタント…�������円 
・市道荒田若代線（ボックス）設計業務（建設部設課）
　三栄建設コンサルタント㈱…�������円 

����������	
・田下地区宅内排水ポンプ設備工事（上下水道部下水道課）
　山本設備工業㈱…���������円 
・鹿田・美川地区（�工区）舗装工事（上下水道部下水道課）
　㈱富松組…���������円 
・落合垂水地区配水管布設工事（上下水道部水道課）
　㈱トーコー工業所…���������円 
・落合地区（第��工区）浄化槽設置工事（上下水道部下水道課）
　㈲中川建材…���������円 
・美甘プール下水道接続工事（美甘支局総務振興課）
　㈲仲山設備…���������円 

�����������
・市道三谷線（�工区）道路改良工事（建設部建設課）
　㈱ウエモト組…���������円

�����������
・市道鍛冶屋正富線路肩改良工事（蒜山振興局産業建設課）
　㈲柴田組…���������円
・原方�住宅防水改修工事（建設部都市住宅課）
　㈲大塗…���������円

総務部管財課
℡�����������������

�

にゅうさつ

●予定価格���万円以上の公共工事落札額を公表します。
●表記順
　《入札日→工事名（発注課）→落札者→落札額（税抜き額）》

　平成��年�月�日からパブリックコメント手続

制度が始まります。「パブリックコメント手続」と

は、市が重要な計画や条例などを策定するときに、

あらかじめその趣旨や内容を市民の皆さんに公表

して意見を求め、提出された意見を考慮しながら

意思決定を行うとともに、意見に対する市の考え

方を公表する一連の手続をいいます。この制度は、

市の行政運営における公正の確保と透明性の向上

を図り、市民参加の機会を拡大し、連携・協働に

よる市政の推進に役立てることが目的です。パブ

リックコメントを募集する場合には、市ホームペ

ージまたは広報紙などでお知らせしますので、ご

意見をお寄せください。

問い合わせ先　秘書広報課

℡����-��-����

４月１日スター ト
����������	�������

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課
程

手
話
の
魅
力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

窓
口
負
担
額
据
え
置
き
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
へ

児
童
巡
回
相
談

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

久
世
バ
イ
パ
ス
北
口
交
差
点

信
号
の
流
れ
が
変
わ
り
ま
し
た

お
詫
び
と
訂
正

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
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め
、
地
域
自
主
組
織
を
始
め
、

地
域
づ
く
り
委
員
会
が
行
う

自
主
的
、
主
体
的
な
事
業
に

対
し
て
「
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
事
業
補
助
金
」
を
創
設

し
、支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

制
度
に
つ
い
て
は
、
制
約
が

多
く
取
り
組
み
に
く
い
な
ど
の

ご
意
見
も
頂
き
ま
し
た
が
、
ま

ず
、
地
域
ぐ
る
み
で
協
議
し
、

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
地

域
自
主
組
織
が
活
動
で
き
る

環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

各
地
域
で

市
政
懇
談
会
の
実
施
を

問　

市
政
懇
談
会
は
、
自
由
な

意
見
交
換
の
場
と
言
い
な
が

ら
人
数
の
制
約
が
あ
る
。
委

員
の
参
加
意
識
、
連
帯
意
識

の
醸
成
か
ら
、
各
地
域
で
地

域
づ
く
り
委
員
全
員
が
出
席

で
き
る
市
政
懇
談
会
の
開
催

を
お
願
い
し
た
い
。

　平成��年度真庭市市政懇談会を�月�日に勝山庁舎で開催し、「よりよいまちづく

りを目指して」をテーマに、各地域の地域づくり委員会の代表者と市長との意見交

換を行いました。

　代表者からは活動の状況報告や要望･提案など貴重なご意見をいただきました。中

でも「地域組織育成補助金の廃止について」と平成��年度から新たに実施される

「魅力ある地域づくり事業補助金制度」についての質問が相次ぎました。

　各地域づくり委員会からの質疑を紹介します。

　
　

こ
れ
か
ら
の
市
政
推
進
に
は

市
民
と
行
政
が
共
に
汗
を
流

す
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を
基

本
に
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

に
は
、
少
子
高
齢
化
に
対
応

し
、
自
立
し
た
地
域
組
織
が
大

切
で
す
。
自
治
会
な
ど
を
基
礎

単
位
と
し
た
「
地
域
自
主
組

織
」
の
活
動
支
援
が
急
務
の
課

題
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業

補
助
金
制
度
」に
つ
い
て

問　

こ
の
制
度
の
説
明
を
受
け

た
が
、
が
ん
じ
が
ら
め
で
使
い

に
く
い
。
地
域
が
事
業
に
取

り
組
み
や
す
く
な
る
よ
う

に
、
弾
力
性
の
あ
る
制
度
に

し
て
も
ら
い
た
い
。

答　

地
域
自
主
組
織
の
活
動
の

活
発
化
、
組
織
の
発
展
が
、
こ

れ
か
ら
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
力
に
な
る
と
考

え
、
協
働
の
担
い
手
と
し
て
、

地
域
自
主
組
織
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

「
地
域
組
織
育
成
補
助
金
」

の
廃
止
に
つ
い
て

問　

自
治
会
は
、
地
域
活
動
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
き

た
。
自
治
会
が
自
立
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
地
域
自
主
組
織

の
活
動
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
「
地
域

組
織
育
成
補
助
金
」
を
残
し

て
も
ら
い
た
い
。

答　

こ
の
制
度
の
成
り
立
ち
は
、

納
税
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ

う
に
完
納
奨
励
金
制
度
が
一

つ
の
ス
タ
ー
ト
で
、
合
併
協
議

会
で
扱
い
が
議
論
さ
れ
、
そ
の

結
果
完
納
奨
励
金
制
度
は
廃

止
し
、
地
域
組
織
育
成
補
助

金
と
し
て
、
一
戸
当
た
り
三

千
円
を
自
治
会
に
交
付
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
補
助
金
は
、

自
治
会
の
自
主
的
な
活
動
支

援
や
、
新
た
な
組
織
づ
く
り

を
行
う
上
で
、
一
定
の
成
果

が
あ
っ
た
と
認
識
し
、
廃
止
す

る
決
断
を
し
ま
し
た
。

北房支局地域づくり委員会
（成田さん・大柳さん）

落合支局地域づくり委員会
（妹尾さん・中西さん）

久世支局地域づくり委員会
（池田さん・坂本さん）
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勝山支局地域づくり委員会
（有若さん・岩本さん）

美甘支局地域づくり委員会
（澤本さん・横山さん）

湯原支局地域づくり委員会
（浜子さん・花本さん）

中和支局地域づくり委員会
（谷さん）

八束支局地域づくり委員会
（浅原さん・小谷さん）

川上支局地域づくり委員会
（岡村さん・青木さん）

市
道「
中
須
線
」に
つ
い
て

問　

市
道
「
中
須
線
」
は
、
都
市

計
画
道
路
と
聞
い
て
い
る
が
、

現
在
の
状
況
、
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。
堤
防
で
の
車

両
の
行
き
交
い
は
大
型
車
が

多
く
危
険
と
思
わ
れ
る
。

答　

中
須
線
は
、
都
市
計
画
道

路
と
し
て
平
成　

年
度
に
着

��

手
し
、
現
在
�
�
� 
㍍ 
が
完

成
、
完
成
部
分
と
市
道
善
光

寺
線
の
接
続
道
路
と
し
て
、

迂
回
道
路
を
現
在
工
事
中
で

す
。
今
年
度
そ
の
一
部
が
完

成
し
通
行
可
能
と
な
る
の
で
、

堤
防
道
路
の
危
険
性
は
少
し

緩
和
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

支
局
の
縮
小
に
つ
い
て

問　

支
局
人
員
を
減
ら
せ
ば
よ

い
も
の
で
は
な
い
。
人
員
を
増

や
し
て
災
害
時
な
ど
へ
の
対

応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

効
率
的
、
機
能
的
な
行
政

組
織
機
構
の
た
め
、
本
庁
に

機
能
集
約
を
基
本
に
機
構
改

向
に
あ
る
。
荒
れ
た
田
畑
は
、

地
区
内
の
景
観
を
損
な
う
だ

け
で
な
く
、
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
な
ど
環
境
問
題
も
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
対
策
案
と

し
て
休
耕
田
を
市
民
農
園
と

し
て
貸
し
出
す
。
Ｊ
Ａ
主
導
で

農
業
に
興
味
、
意
欲
の
あ
る
方

で
サ
ー
ク
ル
な
ど
を
結
成
し
、

土
作
り
か
ら
収
穫
ま
で
の
指
導

を
し
て
も
ら
う
。
以
上
の
�
案

を
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

答　

遊
休
農
地
、
耕
作
放
棄
地

が
増
え
て
い
ま
す
。
市
と
し
て

は
、
遊
休
農
地
や
空
き
家
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結

果
を
デ
ー
タ
化
し
情
報
バ
ン

ク
を
設
け
情
報
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
耕
作
放
棄
地
へ
の
対
応
と

し
て
、で
き
る
だ
け
国
の
制
度

を
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
サ

ー
ク
ル
の
結
成
は
良
い
案
だ

と
思
い
ま
す
の
で
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

答　

市
政
懇
談
会
は
各
地
域
の

代
表
者
と
市
長
が
意
見
交
換

す
る
形
を
取
っ
て
い
ま
す
。地
域

に
出
向
い
て
声
を
聞
く
こ
と
は

良
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

旧
至
道
高
校
の

跡
地
活
用
に
つ
い
て

問　

高
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
元
の
有
識
者
で
検
討

会
を
設
け
、
検
討
の
結
果
と

し
て
提
言
書
を
提
出
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
の
経
過
を
教
え

て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

検
討
会
か
ら
、 
教
育
施
設 

か
福
祉
施
設
で
の
活
用
を
ご

提
言
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
尊

重
し
、現
在
、所
有
者
の
県
と

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
こ
の
実
現
に
向
け
て

努
力
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
、

休
耕
田
の
解
消
に
つ
い
て

問　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

地
区
内
で
休
耕
田
が
増
加
傾

り
補
助
金
」
へ
転
換
し
た
現

在
、
地
域
づ
く
り
委
員
会
の

意
義
は
様
変
わ
り
し
た
と
思

う
。「
住
民
主
体
・
住
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の

考
え
方
を
お
伺
い
す
る
。

答　

住
民
参
加
の
実
態
は
、
住

民
参
加
と
言
い
な
が
ら
ほ
と

ん
ど
が
行
政
主
導
型
と
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ

を
、
市
民
主
導
型
に
移
行
す

る
工
夫
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。
市
の
計
画
策
定
な
ど
市

民
に
参
画
を
し
て
い
た
だ
き
、

行
政
参
加
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
行

政
主
導
の
住
民
参
加
で
な
く

市
民
主
導
の
行
政
参
画
に
移

行
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

※
紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
各
地

域
づ
く
り
委
員
会
の
発
言
内

容
の
一
部
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す
。

答　

地
域
づ
く
り
委
員
会
を
中

心
と
し
て
、
地
域
で
自
主
的

に
活
発
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
財
政
支
援
も
含
め

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

国
の
重
要
無
形
文
化
財

「
大
宮
踊
り
」の
継
承
に
つ
い
て

問　

従
来
、「
大
宮
踊
り
」は
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
委
員

会
が
主
催
し
て
き
た
が
、
本

年
度
で
解
散
と
な
り
、
今
後

は
地
域
づ
く
り
委
員
会
中
心

と
な
り
行
う
。
蒜
山
の
宝
で

あ
る
踊
り
を
守
り
育
て
る
た

め
、支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

答　

郷
土
文
化
を
活
か
し
た
地

域
づ
く
り
の
観
点
か
ら
市
と

し
て
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、

伝
統
芸
能
「
大
宮
踊
り
」を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

住
民
主
体
・
住
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

「
地
域
組
織
育
成
補
助
金
」

か
ら
「
魅
力
あ
る
地
域
づ
く

革
を
行
っ
て
い
ま
す
。
支
局
機

能
を
縮
小
し
な
が
ら
も
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
ま
す
。
災
害

時
、
緊
急
時
へ
の
対
応
は
、
支

局
職
員
だ
け
の
対
応
は
困
難

で
あ
り
、
本
庁
、
支
局
、
消
防

署
、
消
防
団
、
地
域
住
民
と
の

連
携
支
援
が
重
要
で
あ
り
、

初
動
時
の
連
絡
調
整
や
情
報

収
集
に
よ
る
地
域
の
被
害
状

況
の
把
握
な
ど
が
支
局
の
役

割
と
考
え
、
災
害
時
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。

中
和
紅
葉
祭
に
つ
い
て

問　

紅
葉
祭
は
、
合
併
前
ま
で

は
行
政
主
導
で
行
わ
れ
て
い

た
が
市
職
員
が
減
り
、
住
民

の
自
主
的
な
力
で
作
り
上
げ

よ
う
と
、
本
年
度
は
地
域
づ

く
り
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

各
種
団
体
や
地
域
住
民
と
力

を
合
わ
せ
祭
り
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
る
。
今
後

も
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。
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　保険料の徴収は、原則、年金から引き落としされる特別徴収となり、�月から引き落としが始まりま
す。（年額��万円以上の年金を受け取っており、なおかつ、介護保険料と合わせた保険料額が年金額の
�分の�を超える人は、納付書で納めていただく普通徴収となります）
　特別徴収は年金支払い月（偶数月）の年�回引き落としになります。�月から特別徴収となる人には
「特別徴収開始通知」および「仮徴収決定通知書」を�月初めに送付します。普通徴収の人には、�月
から翌年�月までの�期で納付書により納めていただくことになり、納付書は�月初旬にお届けします）

問い合わせ先　市民生活部  市民課　℡ ������������

�月から保険料の特別徴収（引き落とし）が始まります

　

高
齢
者
数
の
増
加
に
よ
り
、
老
人
医
療
費
を
中
心
と
し
た
国
民
医
療
費
が
増
え
る
な
か
、
わ
た
し
た
ち
国
民
が
今
後
も
安
心

し
た
社
会
生
活
を
お
く
る
た
め
に
は
、
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
て
、
保
険
料
や
税
負
担
を
国
民
の
負
担
可
能
な
範
囲
に
と
ど
め

な
が
ら
、
高
齢
者
世
代
と
現
役
世
代
の
負
担
を
明
確
化
し
、
公
平
で
わ
か
り
や
す
い
制
度
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、　

歳
以
上
の
方
な
ど
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
老
人
保
健
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
平
成　

年
�
月
か
ら
「
後
期
高

��

��

齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

対象は2通り
　��歳以上の人（全員）と、
一定の障害がある��歳以上
��歳未満の人（任意）が対象
です。（生活保護受給者は除
きます）

保険証は１枚
　保険証は利用開始月の前
月までに郵送でお届けしま
す。（原則加入手続きは必要
ありませんが、それまで加入
していた保険の脱退手続き
が必要な場合があります）

窓口負担は変わらず
　保険料は所得などに応じ
て決まります。医療機関で
の窓口負担は現行の老人保
健制度と変わらず、原則1割
負担。現役並みの所得者は3
割負担となります。

ひと り１保険
　後期高齢者医療保険制度
加入者は扶養をとることが
できません。��歳未満の被
扶養者は、別の人の扶養に
入るか、国民健康保険に加
入することになります。



���� MANIWA

　

真
庭
市
の
下
水
道
（
農
業
集
落
排
水
・
浄
化

槽
含
む
）
使
用
料
を
、
使
用
人
数
に
よ
り
算
定

し
て
い
る
使
用
者
の
う
ち
、
�
月
�
日
現
在
の

住
民
登
録
者
数
と
実
際
に
住
ん
で
い
る
世
帯
員

数
な
ど
が
異
な
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
、
使

用
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

　

真
庭
市
の
下
水
道
（
農
業
集
落
排
水
・
浄
化

槽
含
む
）
使
用
料
金
を
、
使
用
人
数
に
よ
り
算

定
し
て
い
る
使
用
者
に
つ
い
て
は
、
算
定
に
公

平
を
期
す
る
た
め
、
毎
年
�
月
�
日
現
在
の
住

民
基
本
台
帳
に
よ
り
、
人
数
お
よ
び
使
用
料
を

認
定
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
特
に
一
般
世
帯
な
ど
の
場
合
、
進

学
や
長
期
入
院
な
ど
、
住
民
票
を
残
し
た
ま
ま

転
出
な
ど
さ
れ
、
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
数

と
実
際
に
住
ん
で
い
る
人
数
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
、
そ
の
場
合
、
必
要
以
上
の
使
用
料
を
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
そ
う
し
た
場
合
に
お
い
て
、
ご
本

人
か
ら
の
申
請
に
よ
り
、
実
情
に
応
じ
て
使
用

料
を
減
免
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

申
請
方
法

　

�
月
の
使
用
料
か
ら
減
免
を
行
う
た
め
に

は
、「
下
水
道
使
用
人
数
変
更
（
減
免
）
申
請

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
�
月
末
ま
で

に
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
各

支
局
に
あ
り
ま
す
）

※
年
度
途
中
で
人
数
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
に

　

も
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

※
こ
の
申
請
は
年
度
内
に
限
り
有
効
で
す
。
ご

　

面
倒
で
も
毎
年
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

��������	������
上下水道部　下水道課　℡������������

本人の申請
が必要です

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

企
画
財
政
部  
情
報
推
進
課　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

①
音
声
告
知
放
送
の
み
加
入　

音
声
告
知
機
の

全
戸
設
置
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
加
入
料
・
利

用
料
と
も
無
料
で
す
。

②
市
内
無
料
電
話（
限
定
加
入
）　

加
入
者
同
士

の
通
話
料
が
無
料
に
な
る
市
内
向
け
の
電
話
サ

ー
ビ
ス
。
加
入
金
�
万
円
、
月
額
利
用
料
は
�

�
�
円
で
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
ひ
か
り
電
話
と
セ
ッ

ト
で
加
入
す
る
と
経
費
の
節
減
が
図
れ
ま
す
。

③
テ
レ
ビ
放
送
（
通
常
加
入
）　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
�
局
、

民
放
�
局
、
真
庭
市
テ
レ
ビ
（
自
主
放
送
）、
真

庭
市
デ
ー
タ
放
送
を
行
い
ま
す
。
加
入
金
�
万

円
、月
額
利
用
料
�
、�
�
�
円
で
す
。
こ
の
テ

レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
に
加
入
す
る
と
、
市
内
無
料
電

話
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
市
内
無

料
電
話
の
料
金
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
先   
情
報
推
進
課  
℡
�
�
�
�（　

）
��

　

�
�
�
�

④
ひ
か
り
電
話　

全
国
ど
こ
に
か
け
て
も
�
分

�
・
�
円
と
い
う
お
得
な
電
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

超
高
速
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

申
し
込
み
先　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本　

℡
�
�
�
�

　

（
�
�
�
）�
�
�
�

音
声
告
知
放
送
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

　

現
在
、
落
合
・
久
世
地
区
を
除
く
地
域
で
は

防
災
無
線
や
オ
フ
ト
ー
ク
な
ど
に
よ
る
告
知
放

送
を
終
了
し
、
音
声
告
知
機
で
の
統
一
放
送
に

切
り
替
え
て
い
ま
す
。
ま
た
落
合
・
久
世
地
区

で
も
�
月
�
日
を
め
ど
に
切
り
替
え
予
定
で

す
。
告
知
放
送
の
み
希
望
の
方
は
無
料
で
す
。

ま
だ
、
加
入
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は

至
急
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ひかりネットワークが提供するサービスは、真庭市と ＮＴＴのサービスに分かれます

提供元　N T T 提供元　真庭市

笹
向
山

テレビは市民と市をつ なぐ 絆 
きずな

　

平
成　

年
度
ま
で
に
真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
約
�
�
、�
�
�
件
の
方
に
申
し
込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成　

年
度

��

��

で
は
、
さ
ら
に
未
加
入
の
方
を
対
象
に
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。　

年
度
の
宅
内
の
引
き
込
み
工
事
は
�
月
末
か
ら
開
始
を
予
定
し

��

て
い
ま
す
の
で
、
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　地上デジタル放送の久世中継局が、�月上旬に開

局しました。エリア内の方は家庭用アンテナでテレ

ビを見ることも可能です。しかし、今後のデジタル

テレビは、単に地上波テレビ放送を視聴するだけで

なく、市民と市とをつなぐ大切な道具となります。

市では、テレビを活用した新しい市民サービスを検

討しています。ぜ

ひ、真庭市テレビ

にご加入いただき

ますようお願い申

し上げます。

※放送エリア内
であっても、地
形や建物の陰な
どによっては、
視聴できないこ
とがあります。
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商
店
や
事
業
所
か
ら
出
る
「
事
業
系
一
般
ご

み
」
を
収
集
・
運
搬
す
る
、
事
業
系
一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
の
許
可
業
者
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

商
店
や
事
業
所
か
ら
出
る
、「
事
業
系
一
般
ご

み
」
は
、
家
庭
ご
み
と
比
べ
て
量
が
多
く
な
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
事
業

者
自
ら
搬
入
す
る
か
、
業
者
に
依
頼
し
て
搬
入

す
る
か
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
処
理
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
処
理
を
適
正
に
行
う
た
め
、
処
理

業
者
は
許
可
制
を
と
っ
て
お
り
、
�
年
に
一
度

更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成　

、　

年
度
の

��

��

事
業
系
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
の
許
可
業
者

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

��������	
��
��������
商店・事業者の皆さんへ

お問い合わせは各担当部局へ

事業系一般廃棄物収集運搬業等許可業者 一覧

電話番号住所会社名

����
��‐����

真庭市上����ニチユー運送�

����
��‐����

真庭市久世����
�津山清美社
真庭営業所

����
��‐����

真庭市下河内���‐��十字屋

����
��‐����

真庭市蒜山中福田���‐��蒜山緑地産業

����
��‐����

真庭市大庭���
�廃棄物センター
真庭出張所

����
��‐����

真庭市目木����‐�サンキュー運送�

����
��‐����

真庭市落合垂水����細井

����
��‐����

真庭市落合垂水��谷口建設�

　

真
庭
市
で
は
、
真
庭
市
立
小
学
校
・
中
学
校
の
施
設
を
使
用
す
る
場
合
の
、
使
用
料
お
よ
び
使
用
手

続
き
を
統
一
し
ま
す
。
今
ま
で
無
料
と
な
っ
て
い
た
施
設
も
�
月
か
ら
有
料
と
な
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

施
設
の
使
用
方
法

　

施
設
を
使
用
す
る
に
は
、
使
用
し
た
い
学
校

の
学
区
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
方
で
、
お

お
む
ね　

名
以
上
の
団
体
を
構
成
し
、振
興
局
・

��

各
支
局
で
使
用
団
体
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
登
録
後
は
、
各
地
区
で
手
続
き
を
行
い
、

施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

統 
一 
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

教
育
委
員
会  
生
涯
学
習
課　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

八束小体育館でソフトバレーの練習をするわかば会の皆さん

使用できる時間

使用時間使用日学校施設

午前�時～午後��時学校の休日運動場、屋内運動場
運動場照明設備
教育委員会が指定した施設 午後�時～午後10時その他の日

使用料金

夜間
午後�時～
午後��時

午後
午後�時～
午後�時

午前
午前�時～
午後�時

学校施設

���円���円���円
運動場、屋内運動場
教育委員会が指定した施設

���円――運動場照明設備

市民生活部  環境課　℡�����������	
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飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ　

　

生
後　

日
以
上
の
犬
に
は
、
年
に
�
回
予
防
接
種
が
必

��

要
で
す
。
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

動
物
病
院
な
ど
で
接
種
し
た
場
合
は
、
獣
医
さ
ん
が
発

行
し
た
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
を
持
参
し
て
、
市
役
所
窓

口
で
注
射
済
票
の
交
付
を
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

市
民
生
活
部  
環
境
課　
　
 

　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

狂 
犬 
病

必
ず
受
け
ま
し
ょ 
う

狂犬病予防注射にかかる費用
■登録してある犬　�����円

■登録のない犬　　�����円（※登録手数料込み）

落合地区

���
�

大庭集会所① �：��～ �：��

古見ふれあいの館②��：��～��：��

中田原公会堂③��：��～��：��

西原縦貫道ボックス④��：��～��：��

杉山公会堂⑤��：��～��：��

天津小学校⑥��：��～��：��

落合地区

���
�

ＪＡ上河内支所① �：��～��：��

中河内コミュニティハウス②��：��～��：��

下河内コミュニティハウス③��：��～��：��

落合庁舎④��：��～��：��

久世地区

���
�

余野･政保商店駐車場① �：��～ �：��

樫東生活改善センター②��：��～��：��

目木勤労者研修センター③��：��～��：��

大内原公民館④��：��～��：��

西口公民館⑤��：��～��：��

五反公民館⑥��：��～��：��

大宮コミュニティハウス⑦��：��～��：��

多田公民館⑧��：��～��：��

久世地区

���
�

鍋谷公民館横① �：��～ �：��

樫西コミュニティハウス② �：��～��：��

三坂消防器庫③��：��～��：��

北町コミュニティハウス④��：��～��：��

中島公民館⑤��：��～��：��

久世公民館⑥��：��～��：��

久世・勝山地区

���
�

富尾公民館① �：��～ �：��

真庭消防署② �：��～��：��

上町早川町公民館③��：��～��：��

黒尾公民館④��：��～��：��

草加部教育集会所⑤��：��～��：��

真庭市立勝山図書館⑥��：��～��：��

真庭保健所⑦��：��～��：��

勝山スポーツセンター⑧��：��～��：��

��

予 
防
注
射

※��日以前の日程は ��月号に掲載し ています
狂犬病予防注射日程表���������

勝山地区

��
�

後谷中集会所① �：��～ �：��

伊井商店前②��：��～��：��

富原基幹集落センター③��：��～��：��

家元集会所④��：��～��：��

皇子東バス停前⑤��：��～��：��

月田公民館⑥��：��～��：��

荒田・後谷畝コミュニティハウス⑦��：��～��：��

上江川勝山鉄工所前⑧��：��～��：��

勝山地区

��
�

見尾公会堂① �：��～ �：��

下真賀バス停前② �：��～��：��

山久世コミュニティハウス③��：��～��：��

柴原公会堂④��：��～��：��

横部三協商建前⑤��：��～��：��

勝山公民館神代分館⑥��：��～��：��

寺河内集会所⑦��：��～��：��

勝山庁舎⑧��：��～��：��

八束地区

��
�

八束ふるさとふれあい特産館①��：��～��：��

岡中曽公会堂②��：��～��：��

西原コミュニティハウス③��：��～��：��

花園コミュニティハウス④��：��～��：��

蒜山振興局⑤��：��～��：��

八束コミュニティセンター⑥��：��～��：��

専売所跡地⑦��：��～��：��

湯原地区

��
�

藤森神社① �：��～ �：��

（旧）二川出張所② �：��～��：��

三野瀬集会所③��：��～��：��

田根神社下トマト集荷場④��：��～��：��

見明戸コミュニティハウス⑤��：��～��：��

豊栄公民館⑥��：��～��：��

都喜足公民館⑦��：��～��：��

（旧）久見家畜市場⑧��：��～��：��

湯原支局⑨��：��～��：��

美甘地区

��
�

湯谷消防器庫① �：��～ �：��

美甘支局②��：��～��：��

黒田コミュニティハウス③��：��～��：��

鉄山コミュニティハウス④��：��～��：��

平島コミュニティハウス⑤��：��～��：��

真庭消防署美新分署前⑥��：��～��：��

中和・川上地区

��
�

別所公民館① �：��～ �：��

吉田公民館②��：��～��：��

中和出張所  ③��：��～��：��

間谷公会堂④��：��～��：��

才東集会所⑤��：��～��：��

大蛇教育集会所⑥��：��～��：��

徳田集会所⑦��：��～��：��

白髪公会堂⑧��：��～��：��

川上出張所  ⑨��：��～��：��

狂犬病予防注射日程表���������



目 
標

健 康 の ス ス メ

基
本
健
診
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
？

　

市
が
実
施
し
て
い
た
「
基
本
健
診
」

が
、
平
成　

年
�
月
か
ら
医
療
保
険
者

��

が
実
施
す
る
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
」に
変
わ
り
ま
す
。「
広
報
ま
に
わ
」

で
も
�
回
に
わ
た
り
お
送
り
し
た
「
健

康
の
ス
ス
メ
…
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

シ
リ
ー
ズ
」
で
、
生
活
習
慣
病
（
①
肥

満
②
高
血
糖
③
高
脂
血
症
④
高
血
圧
）

の
予
防
・
解
消
の
重
要
性
に
つ
い
て
触

れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
生

活
習
慣
病
に
か
か
る
医
療
費
は
、
国
民

医
療
費
の
�
分
の
�
を
占
め
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
内
臓
脂
肪

型
の
肥
満
に
早
期
に
着
目
し
、
そ
の
要

因
と
な
っ
て
い
る
生
活
習
慣
を
改
善
す

る
た
め
の
保
健
指
導
を
行
い
、
生
活
習

慣
病
や
そ
の
予
備
群
が
減
少
す
る
よ
う

に
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」
が

医
療
保
険
者
に
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

こ
の
健
診
の
対
象
と
な
る
人
は
？

　
　

歳
〜　

歳
の
医
療
保
険
に
加
入
し

��

��

 
メ 
タ 
ボ 
リ 
ッ 
ク 
症 
候 
群

 
平 
成 　
 
年 
度 
ま 
で 
に 　
 
％ 
減 
少

��

��

メタボリック症候群のまとめ　 

MANIWA ��

　

平
成　

年
�
月
か
ら
、
今
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
「
基
本
健
康
診
査
」
に
変
わ
っ
て
「
特

��

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
た
し
た
健
診
、
必
要
に
応
じ
た
保
健
指
導
を
行
い
、
平
成　

年
度
ま
で
に
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

��

シ
ン
ド
ロ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
該
当
者
お
よ
び
そ
の
予
備
群
を　

㌫

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

��

　

歳
〜
歳
〜　

歳
ま
歳
ま
で
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
で
す
。

����

����

�������
�������



て
い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
真
庭
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、
市
が
実
施
す
る
健
診

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
以
外
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
の
指
定
す
る

方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
へ
直

接
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

こ
の
健
診
を
受
け
な
い
で
い
る
と
？

　

こ
の
健
診
で
は
、
平
成　

年
度
ま
で

��

に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム 

の
該
当
者
お
よ
び
そ
の
予
備
群
を　

㌫
��

減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
特
定
健
診
や
特
定
保

健
指
導
を
受
け
な
い
と
「
特
定
健
診
の

受
診
率
」「
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率
」

が
低
く
な
り
、
目
標
値
を
達
成
で
き
な

く
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
な

る
と
、
医
療
保
険
者
の
努
力
不
足
と
い

う
こ
と
で
、
保
険
料
の
値
上
が
り
に
つ

な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
健
診（
検
診
）は
ど
う
や
っ

て
受
け
れ
ば
い
い
の
？

　

真
庭
市
で
は
、
こ
の
健
診
の
ほ
か
に

も
、
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
な
ど
、
特
定
の
病
気
を
詳
し
く

調
べ
る
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
検
診
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
関
係
な

く
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
対
象
年
齢
で
あ

れ
ば
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳

し
く
は
、
�
月
中
旬
に
お
配
り
し
て
い

る
※
「
平
成　

年
度
真
庭
市
保
健
だ
よ

��

り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

真庭市国民健康保険
からのお願いです
　特定健診・特定保健指導の大きな目標は、

メタボリックシンドローム該当者および予備

群を平成��年度までに��％減少させることで

す。そのため、真庭市国民健康保険では、平

成��年度までの目標を次のとおり定めまし

た。皆さまのご協力をお願いします。

国民健康保険加入者の特定健診・特定保健指

導に関する問い合わせは、

市民課　℡����-��-����  または、

子育て健康推進課　℡����-��-����まで。

　  平成��年度までの目標値

①特定健診受診率⇒���

②特定保健指導実施率⇒���

③メタボリックシンドローム該当者
　および予備群⇒�����



M A N IW A ��

　先月号の「美甘・湯原」、「久世・勝山」の2ブロックに続き、今月号では、「蒜山」、｢落合・北房｣の公聴会に
ついて掲載します。 ※杜の公聴会…真庭市総合計画に掲げる｢賑わいと安らぎの杜の都 真庭｣の創造に向けた取り組みを
進めるため、市長が幅広く市民の意見をお聴きし、また市の行政姿勢を示しご理解をいただき、提案や意見を市政に反映

させるために開催しています。（紙面の都合により、発言内容の一部のみ掲載しています）

就業機会の創出と
定住化に向けて
「蒜山ブロック」

���������

蒜山振興局で開催された蒜山ブ

ロックでは、��人の方が「就業機

会の創出と定住化に向けて」に

ついて語られました。

問　

若
者
が
事
業
化
を
希
望
す
る
場

合
、
個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
支
援

（
補
助
）
制
度
が
あ
れ
ば
、
若
者
の

定
着
・
定
住
化
が
図
れ
る
の
で
は
。

答　

若
者
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
は
大

変
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
成
功
例
が
少
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
岡
山
県
産
業
振
興
財
団

な
ど
と
も
連
携
を
図
り
、
事
業
化

へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

地
域
資
源
の
活
用
と
し
て
、
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
な
ど
が

理
想
で
あ
る
が
、
一
般
家
庭
に
は

高
価
で
あ
る
。
こ
の
期
に
導
入
を

進
め
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

今
年
度
ま
で
に
公
共
施
設
を
含

め　

台
を
設
置
し
、
普
及
を
推
進

��
し
て
い
る
。
今
後
は
各
家
庭
に
普

及
で
き
る
よ
う
な
施
策
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問　

「
蒜
山
高
原
」は
十
分
な
商
品
力

は
あ
り
な
が
ら
、
全
国
的
な
ブ
ラ

ン
ド
に
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感

じ
る
。
ま
た
、
蒜
山
を
住
み
や
す

く
、
人
に
優
し
い
地
域
に
す
る
こ

と
が
、
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
繋

が
る
と
考
え
て
い
る
。

答　

市
と
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

活
用
し
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る

よ
う
努
め
た
い
。

問　

蒜
山
地
域
の
定
住
促
進
に
は
、

他
地
域
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
公

共
交
通
機
関
を
利
用
で
き
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

路
線
バ
ス
の
廃
止
・
減
便
に
つ
い

て
も
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
カ
バ
ー

で
き
る
と
こ
ろ
は
最
大
限
補
完
す

る
調
整
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
充
実

し
た
公
共
交
通
体
制
の
構
築
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。　

問　

観
光
で
は
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
の
仕

方
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
う
。
民
間
と
行
政
と
が
一
体
と

な
っ
た
市
全
域
の
情
報
発
信
が
必

要
な
の
で
は
。

答　

昨
年
、
観
光
連
盟
や
商
工
会
な

ど
で
構
成
す
る
「
観
光
回
廊
真
庭

誘
客
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
、
観

光
地
の
ル
ー
ト
化
、
情
報
発
信
力

の
強
化
を
中
心
と
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動

に
全
力
を
あ
げ
て
い
る
。

問　

子
ど
も
を
産
み
・
育
て
や
す
い

環
境
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

昨
年　

月
か
ら
妊
娠
・
出
産
に

��

か
か
る
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
に
「
妊
婦
無
料
健
診
」
の

問　

現
在
、全
国
的
に
限
界
集
落
の

問
題
が
と
り
ざ
た
さ
れ
て
お
り
、わ

た
し
が
住
む
地
区
も
高
齢
化
・
人
口

減
少
が
進
み
、独
居
老
人
の
方
が
増

え
て
い
る
。消
防
団
活
動
を
し
て
い
る

が
、団
員
の
不
足
が
心
配
で
あ
る
。

答　

全
国
の
消
防
団
員
は
、か
つ
て
の

�
百
万
人
か
ら　

万
人
に
減
っ
て
い

��

る
。真
庭
市
に
お
い
て
も
若
者
の
定

住
が
揺
ら
ぎ
、若
者
が
少
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。企
業
を
誘
致
す
る

こ
と
に
全
力
を
挙
げ
、新
し
く
働

く
場
所
を
つ
く
り
、ま
た
、す
で
に

あ
る
地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
で
、雇
用
の
増
大
に
つ
な
げ
、消

防
団
員
の
確
保
に
努
め
た
い
。

問　

帰
農
者
に
農
地
を
売
る
た
め
、

最
低
面
積
の
見
直
し
を
希
望
す

る
。
小
さ
い
農
地
で
も
買
え
る
よ

う
に
し
て
ほ
し
い
。

答　

農
地
取
得
に
つ
い
て
は
下
限
面

積
が
あ
り
、
県
の
認
定
基
準
に
よ

り
見
直
し
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

帰
農
者
の
土
地
の
確
保
は
、利
用
権

設
定
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

高
齢
者
に
は
広
報
紙
が
読
み
に

く
い
。
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
で
の
真

庭
テ
レ
ビ
に
期
待
す
る
が
、ろ
う
者

の
た
め
に
字
幕
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

答　

真
庭
ひ
か
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
テ

レ
ビ
放
送
の
字
幕
に
つ
い
て
、特
に
重

要
な
市
民
情
報
に
つ
い
て
は
字
幕

を
付
け
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

問　

醍
醐
桜
周
辺
の
地
域
が
、
春
だ

け
で
な
く
、
ほ
か
の
季
節
に
も
他

地
域
の
方
と
触
れ
合
え
る
場
と
な

れ
ば
と
思
う
。
市
か
ら
い
ろ
ん
な

情
報
を
い
た
だ
け
た
ら
、
新
し
い

発
想
が
で
き
る
と
思
う
。

答　

醍
醐
桜
は
別
所
・
佐
引
地
区
だ

け
で
な
く
、
市
と
し
て
も
全
国
に
誇

れ
る
財
産
で
あ
る
。
昨
年
�
月
の
ピ

ア
ノ
演
奏
会
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
大
き
な
自
信
と
財
産
に
な
っ

た
と
思
う
。
今
後
は
で
き
る
だ
け
情

報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
流
せ
る
よ
う
な

地
域
の
体
制
づ
く
り
も
課
題
で
あ 多くの観光客が訪れる醍醐桜周辺

安心 し て暮らせる
まちづくり
「落合・北房ブロック」

���������

落合公民館で開催された落合・

北房ブロックでは、��人の方が

「安心して暮らせるまちづくり」に

ついて語られました。



���  M AN I W A

回
数
を
�
回
か
ら
�
回
に
拡
大
し

て
い
る
。
ま
た
、
平
成　

年
度
か

��

ら
保
育
料
を
減
額
し
て
い
る
。
教

育
環
境
の
充
実
を
目
的
に
小
学
校

を
�
校
建
設
し
た
。
現
在
、
中
学

校
�
校
を
建
設
中
で
あ
る
。
次
世

代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
に
基

づ
き
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
さ

ら
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　

農
業
に
従
事
す
る
若
い
人
が
増

え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

答　

農
業
の
就
業
支
援
の
た
め
「
い

き
い
き
帰
農
塾
」
を
開
催
し
、
農

業
技
術
の
習
得
の
場
を
提
供
し
て

い
る
。
平
成　

年
度
か
ら
�
カ
年

��

の
受
講
者
数
は
�
�
�
名
で
、
新

規
作
目
の
導
入
に
は
効
果
が
上
が

っ
て
い
る
。

問　

蒜
山
振
興
局
の
完
成
を
機
会
に

「
蒜
山
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
る

蒜
山
振
興
局
完
成
記
念
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
な
ど
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。ま

た
、
蒜
山
高
原
を
何
と
か
し
よ
う
と

す
る
取
り
組
み
に
知
恵
を
出
し
合

え
る
体
制
が
つ
く
れ
な
い
か
。

答　

そ
の
考
え
を
い
た
だ
い
て
何
か

や
っ
て
み
た
い
。
提
案
い
た
だ
い

た
生
産
者
が
「
蒜
山
ま
る
ご
と
販

売
会
社
」
の
よ
う
な
組
織
を
つ
く

り
、
知
恵
を
出
し
合
い
取
り
組
ん

で
も
ら
い
た
い
。

問　

別
荘
分
譲
地
に
つ
い
て
は
、
定

住
者
以
外
に
つ
い
て
は
除
雪
し
な

い
な
ど
住
み
た
く
な
い
と
い
う
声

を
聞
く
。
こ
の
声
を
真
摯
に
受
け

止
め
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

別
荘
に
つ
い
て
は
、
連
絡
道
が
私

道
で
あ
っ
た
り
、
幅
員
が
狭
小
な
た

め
、
除
雪
し
て
い
な
い
。
ま
た
開

発
事
業
者
と
の
協
定
書
に
お
い
て

除
雪
し
な
い
旨
を
定
め
て
い
る
。

し
か
し
、積
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
、

機
械
作
業
が
可
能
な
地
域
に
つ
い

て
は
除
雪
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、

個
人
で
連
絡
道
や
農
道
等
の
除
雪

を
す
る
場
合
は
、
燃
料
代
の
助
成

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問　

蒜
山
高
原
を
素
材
と
し
た
ド
ラ

マ
づ
く
り
や
映
画
化
を
考
え
て
み

て
は
ど
う
か
。

答　

市
独
自
で
小
説
の
募
集
や
映
画

作
成
の
計
画
は
な
い
が
、
引
き
続

き
蒜
山
の
良
さ
を
情
報
発
信
し
、

映
画
な
ど
の
ロ
ケ
を
誘
致
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

�月��日

落合・北房
会場

�月��日

蒜山会場

��代の若者も参加するいきいき帰農塾

る
と
思
う
。
開
花
時
期
だ
け
で
は
な

く
、
四
季
折
々
に
醍
醐
桜
が
登
場
し

て
く
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
。　

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に

よ
り
、
交
通
の
便
が
悪
い
地
域
は

大
変
助
か
っ
て
い
る
が
、
利
用
料

金
の
設
定
が
安
い
よ
う
に
感
じ

る
。
市
の
負
担
を
軽
く
し
て
、
長

期
間
継
続
し
て
も
ら
い
た
い
。

答　

合
併
前
か
ら
各
町
村
で
行
っ
て
い

た
医
療
バ
ス
・
福
祉
バ
ス
な
ど
を
統

合
し
、
交
通
不
便
地
域
に
住
む
高

齢
者
の
方
な
ど
の
移
動
確
保
の
た
め

に
運
行
し
て
い
る
。
利
用
料
金
を
�

�
�
円
に
す
る
か
�
�
�
円
に
す

る
か
検
討
を
行
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
行
目
的
は
交
通
の
不
便
地

域
解
消
で
あ
り
、
福
祉
的
な
配
慮
か

ら
利
用
者
の
負
担
が
少
な
く
利
用

し
や
す
い
�
�
�
円
に
決
定
し
た
。

問　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
働
く

女
性
が
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
出
産
祝

い
金
を
出
し
て
は
ど
う
か
。

答　

出
産
祝
い
金
な
ど
は
合
併
前
の

町
村
で
は
出
し
て
い
た
よ
う
に
聞
い

て
い
る
が
、
市
で
は
乳
幼
児
医
療
費

を
小
学
校
卒
業
ま
で
無
料
化
に
す

る
な
ど
継
続
的
な
支
援
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

高
齢
者
が
触
れ
合
え
る
場
を
提

供
す
る
た
め
、
地
域
の
福
祉
委
員

な
ど
へ
地
域
福
祉
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
、研
修
会
な
ど
を
開
催
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
増
や
す
対
策
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

平
成　

年
度
か
ら
「
認
知
症
サ

��

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
多
く
の
方
が
受
講
さ
れ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
を
図
っ
て
い
る
。

問　

学
校
図
書
の
地
域
へ
の
利
用
は

難
し
い
の
か
。

答　

保
護
者
や
地
域
住
民
へ
の
利
用

や
貸
し
出
し
を
検
討
す
る
な
ど
、

学
校
と
地
域
が
連
携
し
た
図
書
活

動
に
努
め
た
い
。

問　

各
自
治
会
で
の
過
疎
化
の
実
状

を
把
握
し
、
安
心
し
て
住
め
る
よ

う
、
早
期
の
自
主
防
災
組
織
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
市
内
で
は
自
主
防
災
組
織

は
�
組
織
あ
る
。
な
か
な
か
組
織
が

で
き
な
い
が
、
体
制
づ
く
り
や
啓
発

活
動
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

農
業
後
継
者
の
育
成
が
急
務
で

あ
る
が
、
若
者
の
就
農
支
援
制
度
が

必
要
で
は
な
い
か
。
ピ
オ
ー
ネ
は
育

成
期
間
中
に
収
入
が
な
い
た
め
、
後

継
者
が
で
き
に
く
い
と
感
じ
る
。

答　

農
業
は
一
人
で
は
守
れ
な
い
。
集

団
と
し
て
農
業
を
経
営
し
て
い
く

方
向
で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
力

量
・
体
力
に
応
じ
て
経
営
に
参
画
を

し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
を
と
る
必
要

が
あ
る
。
魅
力
が
認
め
ら
れ
た
ら
、

若
い
後
継
者
が
増
え
る
と
思
う
。



今
月
の
テ
ー
マ（
�
月
号
で
募
集
）

真 
庭 
の
桜

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。
今 月は寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

　

今
か
ら　

年
ほ
ど
前
、
わ
た
し
は

��

オ
ー
ト
三
輪
で
荷
を
運
ぶ
仕
事
を
し

て
い
て
、
醍
醐
桜
の
あ
る
別
所
地
区

も
度
々
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
今
の
道

と
は
違
う
狭
く
て
曲
が
り
く
ね
っ
た

道
で
、上
る
の
も
や
っ
と
で
し
た
が
、

上
り
き
っ
た
と
こ
ろ
で
姿
を
現
す
醍

醐
桜
に
は
、
神
々
し
さ
を
感
じ
て
い

た
も
の
で
す
。
農
家
の
人
た
ち
も
、

元
気
に
田
畑
を
耕
し
て
一
生
懸
命
に

米
や
野
菜
を
作
っ
て
い
た
時
代
で
、

桜
の
木
の
周
り
に
は
、
は
で
干
し
に

す
る
竹
の
長
物
な
ど
が
置
か
れ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
あ
れ
か
ら　
��

▼

PN とも

▼

木�栞菜

▼

にし村ひろや

姿
を
変
え
ぬ
醍
醐
桜

土
屋
勝
幹
さ
ん（
上
市
瀬
）

MANIWA ��

高台にそびえる醍醐桜

湯原湖畔に咲く桜

星山周辺に咲くヤマザクラ

▼

PN 越前要

年
、
今
で
も
桜
の
咲
く
こ
ろ
に
は
足

を
運
び
、
桜
の
木
を
見
上
げ
て
は
、

昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
さ

を
感
じ
、
ま
た
、
お
互
い
が
元
気
で

あ
る
こ
と
に
う
れ
し
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

湯
原
湖
畔
の
春
の
訪
れ
は
、
白
い

花
を
付
け
た
コ
ブ
シ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
あ
と
湯
原
ダ
ム
（
堰
堤
）

か
ら
湖
畔
沿
い
に
桜
が
咲
き
始
め
ま

す
。
静
寂
に
包
ま
れ
た
青
い
湖
上
に

咲
く
桜
、
華
や
か
な
の
か
、
寂
し
い

の
か
何
と
も
い
え
な
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
遠
く
に
は
大
山
を
眺
め
る

こ
と
も
で
き
、
わ
た
し
の
春
の
好
き

な
景
観
の
一
つ
で
す
。
標
高
が
高
い

の
で
、
湯
原
温
泉
街
周
辺
の
桜
の
�

週
間
あ
と
ぐ
ら
い
が
見
ご
ろ
で
す
。

　

真
庭
市
東
茅
部
に「
黒
岩
の
山
桜
」

と
い
う
推
定
樹
齢
�
�
�
年
の
古
桜

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
桜
、か
つ
て
は
、

太
い
枝
を
真
横
に
伸
ば
し
た
立
派
な

も
の
で
、
今
で
こ
そ
天
然
記
念
物
で

す
が
、
わ
た
し
が
小
さ
い
こ
ろ
は
一

番
の
遊
び
場
で
、
枝
に
登
っ
た
り
飛

び
降
り
た
り
、
そ
れ
は
よ
く
遊
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
そ
の

枝
は
朽
ち
て
垂
れ
下
が
り
、
痛
々
し

い
姿
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
当
時
小
さ
か
っ
た
枝
が
朽
ち
た
幹

を
伝
っ
て
根
を
張
り
、
生
長
を
続
け

て
い
ま
す
。
親
枝
は
こ
の
ま
ま
朽
ち

果
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
次
の

世
代
が
再
び
立
派
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

山
が
好
き
な
も
の
で
、
登
山
に
出

か
け
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

桜
と
い
う
と
「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
が
原

点
な
の
か
な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

山
中
に
点
在
す
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
ど

う
や
っ
て
生
長
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

と
、不
思
議
な
力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

最
近
美
し
い
と
思
っ
た
の
は
、
星
山

ひ
っ
そ
り
と
湯
原
湖
桜

　
 
Ｙ
Ｏ
Ｕ 
ー 
�

PN

ず
っ
と
見
て
き
た
山
桜

佐
子
長
治
さ
ん（
蒜
山
東
茅
部
）当時の姿を伝える貴重な�枚（Ｓ��ごろ）

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
原
点

岡
田
至
弘
さ
ん（
勝
山
）



���  M AN I W A

　真庭の「春」をとらえた写真

（サイズは問いません）�人�点

でタイトル、撮影日時、場所、撮

影者の住所・氏名・年齢または生

年月日・電話番号、写真に関する

コメント（���字程度）を記した紙

を添え、秘書広報課まで郵送し

てください。メールで写真データ

を送ってくださっても結構です。

（送付先は裏表紙）

※写真・川柳の締め切りは�月

　�日�です。

�川柳の兼題は 「およそ」
�イラストや 絵はがき
�広報まにわへのご意見や

ご感想、また皆さんの身近

な出来事などもお寄せく

ださい。市内で開催された

行事に参加した感想でも

結構です。

�月号の読者の広場
今回は写真を募集

テーマは「真庭の春」 です。

写
真
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

▼

樋口葉月

▼

PN まな

▼

長尾大貴

こ
こ
か
ら
は
広
報
ま
に
わ
を
読
ん

で
の
ご
意
見
、
お
便
り
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

木材を組み上げて野焼きの準備

▼

PN 江戸河 俤

か
ら
櫃
ヶ
山
に
か
け
て
の
縦
走
路
か

ら
見
た
東
側
の
斜
面
の
桜
で
す
。
真

庭
地
区
に
は
多
く
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が

自
生
し
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
近
く
で

春
の
喜
び
を
得
ら
れ
る
場
所
が
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、う
れ
し
い
で
す
ね
。

　

皆
さ
ん
岡
山
県
の
行
っ
て
い
る

「
夢
ア
ス
リ
ー
ト
」を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
代

表
選
手
に
県
出
身
者
が
一
人
も
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
ア
ス
リ

ー
ト
養
成
事
業
。
つ
ま
り
、
世
界
の

舞
台
で
将
来
、
活
躍
で
き
る
ト
ッ
プ

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
目
指
し
て
英
才
教

育
を
行
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の

�
期
生
に
合
格
し
た
小
学
�
年
生　
��

人
の
中
に
、
真
庭
市
出
身
者
�
人
が

含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
か

ら
、
し
っ
か
り
学
ん
で
将
来
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

●

　

岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
問
い

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
真
庭
市
か
ら
は

家
原
滉
二
朗
（
三
田
）、
大
月
康
平

（
本
郷
）、
春
名
伸
亮
（
田
原
）、
福
島

健
太
（
上
河
内
）
さ
ん
が
合
格
し
ま

し
た
。
県
内
小
学
�
年
生
約
�
�
�

千
人
を
対
象
に
募
集
が
行
わ
れ
、
応

募
者
�
�
�
人
の
中
か
ら
選
ば
れ
た

�
人
。小
学
校
卒
業
ま
で
の
�
年
間
、

月
�
回
、
身
体
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
基
づ
い
た
合
同
練
習
や
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
メ
ン
タ
ル

面
を
強
化
な
ど
専
門
家
の
指
導
を
受

け
て
い
き
ま
す
。

　

�
月
�
日
、
北
房
陶
芸
教
室
の
メ

ン
バ
ー　

名
で
土
器
の
野
焼
き
に
初

��

挑
戦
し
ま
し
た
。
佐
藤
栄
成
先
生
の

指
導
の
も
と
約
�
カ
月
前
か
ら
準
備

を
進
め
、
当
日
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー

は
少
し
緊
張
気
味
で
「
上
手
く
焼
け

る
の
」「
割
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
」「
覚

悟
は
し
て
お
か
な
い
と
…
」
と
不
安

が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

焼  
成  
床 
に
燃

し
ょ
う 

せ
い 

ど
こ

料
と
な
る 
薪 
や
木
材
を
組
み
上
げ
火

た
き
ぎ

入
れ
、
作
品
投
入
、
下
焼
、
本
焼
き

と
進
み
、
出
来
上
が
っ
た
土
器
は
赤

色
、
白
色
、
黒
色
と
縄
文
土
器
ら
し

い
出
来
栄
え
で
し
た
。
何
点
か
は
ひ

び
割
れ
、
破
損
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

が
、大
半
が
奇
跡
的
に
無
事
大
成
功
。

全
員
満
足
し
た
い
い
顔
を
し
て
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
楽
し
い
メ
ン

バ
ー
で
慌
て
ず
焦
ら
ず
ほ
の
ぼ
の

と
、
心
豊
か
に
楽
し
く
趣
味
を
続
け

ら
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
選
手
を
目
指
し
て

匿
名
希
望

野
焼
き
に
初
挑
戦

加
藤
義
晴
さ
ん（
宮
地
）

� 月 号 に 向 け て

「お母さん」
をテーマに募集中

　�月11日は母の日です。
お母さんあるいは奥さんと
の思い出や、感謝の気持ち
を込めたメッセージなどを
お寄せください。



C
ｕ
ｐ
（
フ
ッ
ト
サ
ル
マ
ニ
ワ
カ
ッ

プ
」
に
出
場
し
ま
し
た
。
フ
ッ
ト
サ

ル
は
、
屋
内
な
ど
で
行
う
�
人
制
の

ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
で
す
。
経
験
の
少
な

い
人
、
老
若
男
女
だ
れ
で
も
気
軽
に

楽
し
め
る
の
で
、
と
て
も
人
気
の
あ

る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
市
内
で
は
ま
だ

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
フ
ッ
ト
サ
ル

で
す
が
、
も
っ
と
み
ん
な
に
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

良
い
仲
間
が
見
つ
か
り
そ
う
で
す

西
谷
一
夫
さ
ん（
上
水
田
）

　

今
回
の
交
流
メ
ッ
セ
に
は
、
組
織

で
は
な
く
個
人
で
参
加
し
ま
し
た
。

と
て
も
誇
ら
し
い
気
分
に

　

森
脇
桂
子
さ
ん（
久
世
）

　

湯
原
温
泉
ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
に

参
加
し
ま
し
た
。
湯
原
地
区
の
取
り

組
み
が
、
こ
う
し
て
全
国
的
な
取
り

組
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
な
ん
て
、

市
民
と
し
て
誇
ら
し
い
気
分
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
四
元
選
手
の
卓
球
教

室
の
参
加
費
用
が
使
用
済
み
天
ぷ
ら

油
で
、
そ
の
後
の
大
会
が
温
泉
街
ら

し
く
（
笑
）
浴
衣
に
ス
リ
ッ
パ
と
い

う
、
遊
び
心
た
っ
ぷ
り
の
企
画
に
は

好
感
が
も
て
ま
し
た
。
こ
ん
な
企
画

が
今
回
だ
け
で
終
わ
る
な
ん
て
も
っ

た
い
な
い
で
す
よ
。

感
謝
・
感
謝
の　

周
年

１０福
田
節
子
さ
ん（
勝
山
）

　

勝
山
の
お
雛
ま
つ
り
が　

周
年
を

��

迎
え
ま
し
た
。
地
区
の
住
民
有
志
で

始
ま
っ
た
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
が
、
多

く
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
、
今
や
全
国
に
知
ら
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。「
お
も
て
な
し

の
心
」
の
広
が
り
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
こ
こ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

　
　

沼
田　

拓
さ
ん（
月
田
）

　

「
Ｆ
ｕ
ｔ
ｓ
ａ
ｌ  
Ｍ
ａ
ｎ
ｉ
ｗ
ａ 

「美川のあいさつ世界一」をスローガン

に、地域ぐるみであいさつ運動に励んで

います。本校は、真庭市南西部に位置

し、児童数���名（�年連続同数でイイ

ナ）。��年度は���名になり、久しぶりに児

童が増え、明るいニュースとなりました。

笑顔の多い、楽しい学校です。春の地域

探訪遠足や田植え、夏の水泳、秋の収穫

祭、冬の縄跳びやスキーなど、自然の

美しさを背景に、多くの体験を通して

友情と協力の心を育んでいます。

昼休みに縄跳びを楽しむ児童

������栗原���

県道大山上福田線（旧・蒜山大山
スカイライン）の除雪
�月��日

▼

PN 野原のミミ・モモ

▼

峪田渚美

▼

PN  おーいさん

ど
ん
な
組
織
が
、
ど
ん
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
の
か
知
り
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
参
加
し
て
、
各
組
織
の
「
地

域
を
良
く
し
た
い
」
と
い
う
熱
い
思

い
に
共
感
し
た
反
面
、
住
民
間
の
温

度
差
も
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流

会
が
、
地
域
に
根
ざ
し
て
い
く
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

▼

PN 頼基

MANIWA ��
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川 柳 「新聞」

　

�
�
�
�
年
、
高
田
さ
わ 
は
函
館
の
ロ
シ

ア
人
家
庭
に
女
中
奉
公
に
出
た
。
そ
し
て
い

つ
し
か
、
主
人
の
ド
ミ
ト
リ
ー
と
恋
に
お
ち

て
し
ま
う
。
戦
争
と
い
う
激
動
の
時
代
の
中

で
、
国
境
を
越
え
、
恋
に
生
き
た
ひ
と
り
の

女
性
の
美
し
く
輝
く
愛
を
描
い
た
長
編
ラ
ブ

ロ
マ
ン
ス
で
す
。

�
�
�
�

谷
村
志
穂
／
著

　館内は、閲覧と学習スペースが同じフロアになっていま
す。また別室として、閲覧室と和室があります。どちらも
個人やグループでの勉強や、会議などにご利用いただけま
す。（和室は飲食が可能です）

����������
〒���‐����
真庭市本郷����番地�
開館時間　�：��～��：��
　  土・ 日　�：��～��：��
休館日　毎週月曜日
　　　　祝祭日・年末年始

本の紹介

新
聞
へ
載
っ
て
喜
ぶ
孫
の
顔　
　
　
　
　

阿
部　

幸
子　

落
合
垂
水

新
聞
は 
先 
ず
マ
ン
ガ
か
ら
読
む
子
で
す　

山
�　

浪
江　

一
色

ま

新
聞
が
届
い
て
朝
が
動
き
出
す　
　
　
　

楢
本　

公
枝　

上
市
瀬

新
聞
に
包
ん
だ
野
菜
皆
元
気　
　
　
　
　

寺
澤　

敏
栄　

三
田

新
聞
は
間
口
の
広
い
知
恵
袋　
　
　
　
　

近
藤　

い
し　

社

政
変
で
新
聞
各
紙
読
み 
較 
べ　
　
　
　
　

武
村　

悠
　々

上
水
田

く
ら

新
聞
を
斜
め
に
読
ん
で
主
婦
多
忙　
　
　

舩
津　

浩
子　

後
谷

 
錆 
び
か
け
た
脳
新
聞
で
マ
ッ
サ
ー
ジ　
　

田
中　

久
栄　

久
世

さ新
聞
に
載
る
こ
と
も
な
く
野
良
仕
事　
　

永
田　

寿
道　

樫
東

古
新
聞
再
生
紙
に
と
返
り
咲
く　
　
　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

新
聞
に
載
ら
な
い
様
に
生
き
て
い
る　
　

池
田
み
つ
子　

落
合
垂
水

飯
お
茶
と
新
聞
見
な
が
ら
茶
碗
出
す　
　

植
田
万
里
子　

月
田

新
聞
に
作
文
載
っ
た
孫
自
慢　
　
　
　
　

江
原　

英
子　

久
世

新
聞
に
の
せ
て
あ
げ
た
い
い
い
話　
　
　

佐
藤　

巷
江　

蒜
山
上
長
田

妻
の
愚
痴
新
聞
で 
避 
け
聞
か
ぬ
振
り　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

よ

古
新
聞
生
ま
れ
変
れ
よ
収
集
日　
　
　
　

樋
口　

重
雄　

見
尾

新
聞
の
写
真
む
か
し
の
彼
に
逢
う　
　
　

妹
尾　

重
美　

下
河
内

真庭市栄養改善協議会の提供です

〈
軸
吟
〉
新
聞
に
載
っ
て
ほ
ん
と
の
歳
が
バ
レ　
　

け
ん
じ

選：中和川柳会　由井堅史さん
��������	
��

かぼちゃのポタージュ
　手軽に手に入る材料で簡単に作れる暖
かポタージュです。ぜひ一度作ってみて
下さい。

今月のレシピ
提供は

福島智子 さん
（八束支部）

�材料  （４人分）

①カボチャ、タマネギ、ジャガイモの皮
をむき、適当な大きさに切る。
②洗った米と①とあわせて、水����を入
れた鍋に入れ、火にかける。
③米やほかの材料がやわらかくなったら
コンソメを入れる。
④コンソメが溶けたらミキサーに④の材
料をかける。
⑤もう一度鍋にもどし、火にかけ味を整
える。

※お好みで、バターや牛乳を加えてもお
いしいですよ。

＜�人分栄養価＞
エネルギー ���ｋｃａｌ　たんぱく質 ���ｇ
脂質 ���ｇ　カルシウム ��ｍｇ　
鉄分 ���ｍｇ　   塩分 ���ｇ

　カボチャ���ｇ、タマネギ���ｇ
　ジャガイモ���ｇ、米�/�カップ
　コンソメ�個、塩少々、コショウ少々

�作り方
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蔵元３社から、おすすめの１本をご紹介いただきました。（写真右から）

無濾過生原酒／㈱落酒造場（下呰部） ：新酒ならではのフレッシュさと旨みが口に広がる
美作 ／㈱辻本店（勝山）　　　　         ：幻の米、雄町米が持つ旨みと味わいの広がりを楽しめる
吟醸／大美酒造㈲（蒜山上長田）　　：米の旨みを引き出した濃醇な味が爽快な後味を残す

お酒はおいしく適量に。

また、飲酒運転は絶対

にしないでください。

　

現
在
、
市
内
に
は
、「
北
房
の 
落 
酒
造
場
」、「
勝
山
の

お
ち

 
辻  
本  
店 
」、「
蒜
山
の 
大  
美 
酒
造
」
�
つ
の
蔵
元
が
あ
り

つ
じ 

ほ
ん 

て
ん 

お
お 

み

ま
す
。
各
蔵
元
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
、「
味
」
が
あ
る
わ

け
で
す
が
、
こ
の
味
と
い
う
の
は
、
原
材
料
の
選
定
や

職
人
の
技
術
だ
け
で
確
立
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
�
�
年
以
上
続
く
歴
史
の
中
で
、
地
元
の
方
に
い
ろ

い
ろ
な
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
築
い
て
き
た
味
な
の

で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
地
酒
は
、
地
元
の
気
候

風
土
、
そ
し
て
愛
し
て
く
だ
さ
る
人
々
に
よ
っ
て
育
ま

れ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
蔵
元
も
、「
地
元
あ
り
き
」
の
考
え
に
立

っ
た
酒
造
り
を
行
っ
て
お
り
、
真
庭
は
県
内
一
、
日
本

酒
の
消
費
量
が
多
い
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

蔵
元
と
し
て
、
と
て
も
名
誉
な
こ
と
で
す
。

　

酒
は
嗜
好
品
で
、
飲
め
な
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
日
本
酒
離
れ
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
酒

は
人
を
幸
せ
に
で
き
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
。
今
後
は
、
酒
造
り

だ
け
で
な
く
、
酒
に
つ
い
て
、
知
っ
て
、
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
環
境
整
備
や
、
伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら
も
よ
り

多
く
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
酒
を
提
供
す
る
こ
と
も
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

真
庭
の
蔵
元
で
は
最
近
、
後
継
者
の
明
る
い
話
題
が

続
き
ま
し
た
。
�
社
が
連
携
し
た
商
品
開
発
や
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
な
ど
、
力
を
あ
わ
せ
て
「
真
庭
の
地
酒
」
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
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（敬称略）
市内で受賞・出場をされた皆さんの中から、全国・県高位以上を
基準に掲載させていただいています。  情報をお寄せください。

■第��回全国青年農業者会議　�/��　東京都
　　　　　　優秀農業青年クラブ表彰
　　　　　　『農林水産省経営局長賞』―　
　　　　　　落合農業後継者クラブ
　　　　　　�会長　織田圭右（鹿田）

■長野かがやき国体（第６３回国民体育大会冬季大会）
スキー競技会　�/��～�/��　長野県
　○クロスカントリー成年男子Ａおよびリレー出場
　　　　　　�池田達弥（蒜山富掛田）
 
　　　　　　○クロスカントリー成年
　　　　　　男子Ｂおよびリレー出場
　　　　　　片山輝幸（蒜山東茅部）�
　○クロスカントリー
　　　　　　成年女子Ａ出場　
　　　　　　�友金園実（蒜山東茅部）
　　　　　　○コンバインクロスカン
　　　　　　トリー成年男子Ｂ出場　
　　　　　　道祖宏昭（蒜山東茅部）�
　
　　　　　　○少年男子大回転出場　
　　　　　　�牧　宏紀（勝山）

　　　　　　○少年男子大回転出場
　　　　　　　　　伴野晃平（禾津）�

■第��回全日本学生スキー選手権大会出場
　　　　　　�/��～�/��新潟県　男子第�部クロ
　　　　　スカントリー��㎞クラシカル、��ｋｍ
　　　　　クラシカル、���㎞フリースプリント、
　　　　　リレー�×��㎞
　　　　　　�池田達弥（蒜山富掛田）　　
■第５７回全国高等学校スキー大会男子回転出場
　�/�～�/�新潟県　
　　　　　　　　　牧　宏紀（勝山）�
　□第��回岡山県高等学校総合体育大
　会スキー競技 �/�～��  鳥取県  男
　子大回転�位　
■第��回全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春
　　　　　季水泳競技大会出場　�/��～�/��
　　　　　　東京都
　　　　　　�赤木彩乃（勝山）
　　　　　　□第��回全国ＪＯＣジュニアオリンピ
　　　　　ックカップ春季水泳競技大会岡山県選
抜会　�/�倉敷市　女子背泳ぎ��ｍおよび���ｍ
標準記録突破　
■平成��年度全国高等学校ハンドボール選抜大会出場
�/��～�/��徳島県　玉野光南高校
　　　　　　　　楢本由美（西河内）�
　□第��回全国高等学校選抜大会中国
　地区予選会 �/�～��  山口県  女子
　ハンドボール優勝―玉野光南高校

●旭日単光章

　小野田友俊さん（黒田）��歳

美甘村議会議員として昭和��年�月から�期

��年の永きにわたり美甘村の地方自治の発展

と住民福祉の向上に尽力されました。

（平成��年��月��日逝去）

●旭日単光章

　坂本節男さん（鉄山）��歳

美甘村議会議員として平成�年�月から�期

��年の永きにわたり美甘村の地方自治の発展

と住民福祉の向上に尽力されました。

（平成��年�月�日逝去）

���������

■第�回全日本スノーボード技術選手権大会出場
　　　　　　�/�～�新潟県
　　　　　　�入澤泰彦（蒜山下長田）
　　　　　　□岡山県スキー /スノーボード技術選手
　　　　　　権大会　�/��～��　鳥取県　スノー
　　　　　　ボード優勝
■ＪＦＡユース選手権����フリークライミング出場
　�/��～�/��　千葉県

▲河島侑哉　　　  ▲大森啓太　　　　▲本登彩音
　（豊栄）　　　　　（禾津）　　　　　　（久見）
■第３５回全国高等学校選抜卓球大会　�/��～��　
　東京都　女子学校対抗の部出場－
　山陽女子高校　　中村　綾（勝山）�
　□第��回全国高等学校選抜卓球大会
　中国地区予選会　�/�～�　島根
　県　女子学校対抗　�位

■平成��年度「おかやま米粉アイディア料理コンテ
スト」　�/��　岡山市　優秀賞―戸田房子（蒜山
西茅部）

■平成��年度明るい選挙啓発ポスターコンクール会
長賞―平　雅人（上水田）
■第��回岡山県高等学校家庭クラブ研究発表大会
��/�　倉敷市　最優秀賞　久世高等学校家政科

　�年　石田由美、神庭明九美、畝本彩香、新山朝
子、服部真子、兵江美穂

■平成��年岡山県広報コンクール　�/�　岡山市
　広報紙市部特選―真庭市 「広報まにわ�月号」
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真
庭
の
お
雛
ま
つ
り

真 
庭 
の 
お 
雛 
ま 
つ 
り

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
る
�
月
、「
桃
の
節
句
」
に
ち
な
ん
だ
行
事
が
市
内
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
雛
の
文
化
ま
つ
り
は
次
号
で
紹
介
し
ま
す
）

�/� 「森林学習及び木雛づくり」（久世幼稚園）で
は、園児が木材を使って雛人形を作りました

　勝山のお雛まつりが、�月�日～�日まで勝山地区中心部

を会場に開催されました。今年は��周年の節目の年。約160

軒の家々が自慢のお雛さまを飾り、訪れた約36,000人の見物

客らをもてなしました。

�/� 三浦邸のお雛まつりでは、風情ある建物内に
鮮やかなお雛さまが飾られました

�/� ひしおのお雛まつりでは、源氏物語千年紀「源
氏物語扇方絵と貝合せ展」が開催されました

�/� 活き生きサロンひなまつりでは、�世代���人
が雛人形などを作りました
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まちの話題

�／�  おめでとうございます
柴田加つ子さん（惣）が

���歳を迎えられました。

家族や周囲を気遣う心優

しい加つ子さん。当日は

お孫さん宅でお祝いの会

が開かれ、�世紀の重み

を家族でかみしめておら

れました。

�／��  今の時代だから「ふろしき」
環境課主催の環境学習

（ふろしき教室）が勝山文

化センターで開催されま

した。過剰包装の多い世

の中にあって、ふろしき

を見直し、活用しようと、

��名が参加し、包み方な

どを学びました。

�／�� 真庭初の本格派フッ トサル大会
Futsal Maniwa cupが

勝山スポーツセンターで開

催され、市内外から�チー

ムが参加、熱戦を繰り広げ

ました。主催の落合体協フッ

トサル部では、この大会など

をステップにフットサルリー

グ開催を目指しています。

　

真
庭
市
体
育
協
会
と
真
庭
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
が
、
�
月　
��

日
、
久
世
公
民
館
で
行
わ
れ
、
元
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
監
督
の
松
木
安
太
郎
氏
が
「
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
す
す
め
」と
題
し
て
講
演
し
、

関
係
者
な
ど
約
�
�
�
名
を
前
に
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
に
つ
い
て
熱
く
語
り
ま
し
た
。
松
木
氏

は
「
ス
ポ
ー
ツ
は
体
力
的
な
衰
え
と
と
も
に

離
れ
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
競
技
の
楽
し
さ

を
常
に
意
識
す
る
こ
と
で
、
生
涯
を
通
じ
た

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
」
な

ど
と
力
強
く
語
り
か
け
、
参
加
者
は
真
剣
な

表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

�／�� 梅の花香るクロカンコース満喫
白梅クロスカントリー駅伝

＆ファミリー・白梅マラソ

ン＆らくらくウォーキング

が落合総合公園で行われ

ました。参加した中学生

など約���人は、梅の花の

香る多彩なコースを満喫

していました。

�／�� 国重の里で巧みな剣さばき披露
国重の里剣道大会が、北

房Ｂ＆Ｇ海洋センター（上

中津井）で行われ、小中学

生など約��人が参加。一

瞬のすきを見逃さない集

中力や巧みな剣さばきな

ど、日頃の鍛錬の成果を競

い、交流を深めました。

浴
衣
姿
で
ス
リ
ッ
パ
を
握
る

　

�
月
�
日
、
湯
原
中
学
校
体
育
館
で
、「
四
元
奈

生
美
杯 
湯
原
温
泉
ス
リ
ッ
パ
卓
球
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
プ
ロ
卓
球
選
手
の

四
元
奈
生
美
選
手
が
出
演
す
る
テ
レ
ビ
番
組
の
取

材
車
に
使
用
す
る
廃
食
油
を
、
廃
食
油
利
用
の
先

進
地
で
あ
る
湯
原
町
旅
館
協
同
組
合
が
提
供
す
る

こ
と
で
実
現
し
た
も
の
で
、参
加
費
は「
廃
食
油
」。

そ
し
て
温
泉
地
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

は
「
浴
衣
」、
ラ
ケ
ッ
ト
は
「
ス
リ
ッ
パ
」
と
、
何

か
ら
何
ま
で
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
。
参
加
し
た　

人
��

は
、四
元
選
手
に
よ
る
卓
球
教
室
を
受
講
し
た
後
、

浴
衣
を
は
お
り
、
ラ
ケ
ッ
ト
片
手
に
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

関係者、サッカー愛好家などを前に熱く語る松木氏

楽
し
け
れ
ば
続
け
ら
れ
る

▲試合を楽しむ四元選手

�集まった参加費は「約��㍑」
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編集後記
ままににわわが スキッ !!
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　この仕事に就いて写真を撮るのが楽しくなり、家に眠
っていたフィルム一眼レフを引っ張り出して楽しんで
います。桜に新緑…これから市内のあちこちで美しい
景色に出会えると思うと、今から楽しみです。 ◯佳 
　
　雛まつりは��年、駅伝は��年、続けることは意味
があります。広報まにわは�年目。市民の皆さんと
対話のできるような広報紙づくりは、引き継がれてい
きます。 担当を離れます。 ありがとうございました。 �福 
　
　別れの季節。�月号を最後にベテラン�福 さんが広報
を離れます。この先の不安が無いといえば嘘になりま
すが、�福 さんの熱い想いを忘れず、皆さんに少しでも喜
んでもらえるよう頑張ります。 お疲れさまでした。 �辰 

�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　真庭「昭和懐かしの学校給食」が復活しま

した。重要文化財の木造校舎・旧遷喬尋常小

学校で、昭和の懐かしい学校給食をお楽しみ

ください。

申し込み先　久世エスパス振興財団

　℡����-��-����
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開催期間　�月�日�～�月��日�の土日祝日

協賛施設、メニューなど

詳しくは、市役所各支局、

道の駅などに置いてある

パンフレットをご覧ください

※2種類のメニューが週替りで出されます

※椎の木御殿（岡）の「山菜おふく御膳」
　（内容などは時期により異なります）
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催
期
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日
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〜
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